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市の人口と世帯　78,869人（前月比△61）　男39,041人　女39,828人　世帯数 30,097世帯　【１月１日現在】

2014

２

～消防出初式の車両パレード～
１月 11日に御幸通り（石岡駅前通り）
を消防自動車 30 台がパレードしまし
た。平成に入って初のパレードを一目
見ようと、沿道は見物客でにぎわって
いました。
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　特集　いざという時の備え



合
防
災
訓
練
を
昨
年
11
月
23
日
に
石
岡
小
学
校
校
庭

で
実
施
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
後
、
市
で
は
職

員
の
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
、
訓
練
を
通
し
て
職
員
の
災

害
対
応
力
の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
ア
ル
フ
ァ
米
や

缶
入
り
パ
ン
、
飲
料
水
な
ど
の
備
蓄
や
発
電
機
・
投
光
機
な
ど

の
防
災
備
品
の
整
備
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
市
の
初
動
対
応
と
防
災
関
係
機
関
や
地

域
住
民
と
の
連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
整
備
し
た
防
災

備
品
を
使
用
し
た
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
し
、
防
火
活
動
の
習

熟
と
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

地震への備え

総

■ 

東
北
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
石
岡

市
で
も
震
度
６
弱
の
揺
れ
を
観
測
し
た
東
日
本
大
震

災
か
ら
丸
３
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
常
の
、

当
た
り
前
だ
っ
た
暮
ら
し
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
っ

た
大
地
震
。
■ 

災
害
の
影
響
は
、
地
域
の
中
で
も
家

屋
の
場
所
や
家
族
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

家
が
山
側
に
建
っ
て
い
る
の
か
、
川
側
に
建
っ
て
い

る
の
か
。
一
人
暮
ら
し
か
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
が
い

る
の
か
。
自
然
災
害
へ
の
知
識
と
関
心
は
「
い
ざ
と

い
う
時
」
に
役
立
つ
も
の
で
す
。
■ 

乾
燥
し
た
時
期

の
火
災
や
、
救
急
搬
送
な
ど
「
い
ざ
と
い
う
時
」
は

日
常
の
様
々
な
場
面
に
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。
■ 

普
段

か
ら
防
災
意
識
を
高
め
、
災
害
に
備
え
る
た
め
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を

い
ざ
と
い
う
時
の

　
　
地
域
の
つ
な
が
り

　

自
主
防
災
組
織
と
は
住
民
が
区
や

自
治
会
、
町
内
会
単
位
な
ど
で
各
地

域
の
実
状
に
応
じ
て
組
織
化
し
、
地

域
住
民
が
自
主
的
に
連
帯
し
て
防
災

活
動
を
行
う
集
ま
り
で
す
。

　

平
常
時
か
ら
地
域
住
民
は
互
い
に

協
力
し
合
い
、災
害
発
生
時
に
は「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
自
助
、
共
助
の
考
え
の

も
と
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
と
ど
め
る
こ
と
が
で

き
、
い
ち
早
く
地
域
の
再
生
を
促
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
自
主
防
災
組
織
と
は

■
市
の
補
助
金

　

一
組
織
設
立
に
あ
た
り
五
万
円
を

限
度
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳

し
く
は
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

防
災
対
策
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

城
消
防
隊
は
平
成
二
年
に
設

立
し
ま
し
た
。
年
に
一
度
、

元
真
地
町
内
会
で
防
災
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
設
立
に
あ
た
っ
て
、

当
時
51
世
帯
あ
っ
た
家
を
一
軒
一
軒

ま
わ
っ
て
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
お

願
い
に
歩
き
ま
し
た
。
当
初
は
火
事

を
な
く
そ
う
と
い
う
意
識
づ
け
を
す

る
た
め
に
、
電
柱
に
火
の
用
心
の
看

板
を
取
り
付
け
る
こ
と
な
ど
か
ら
始

め
ま
し
た
ね
。

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
年
配
者
の
避

難
の
誘
導
を
ど
う
す
る
か
、
自
主
防

災
組
織
の
活
動
を
次
の
世
代
に
ど
う

古城消防隊
田村 貞雄さん

引
き
継
ぐ
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

何
よ
り
大
切
な
の
は
、
隣
り
近
所
で

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
の
で
き
る
関

係
を
築
く
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
、
隣

り
の
家
は
何
人
家
族
で
、
お
年
寄
り
が

い
る
の
か
、
普
段
は
一
人
で
い
る
の
か

な
ど
が
分
か
る
の
で
、
い
ざ
大
き
な
災

害
が
起
き
た
と
き
な
ど
近
所
で
助
け

合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
そ

う
い
う
関
係
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

い
ざ
と
い
う
時
の

　
　
　
　
　 

備
え

特
集

古 自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み

自助 家庭で日頃から災害に備える

共助
地域の災害時要援護者の避難
に協力するなど周りの人と助
け合う

公助 市役所や消防・警察による救助
活動や支援物資の提供を行う ▲ 11 月 23 日に行った総合防災訓練時の救出・救助訓練の様子

総
合
防
災
訓
練 

報
告

【想定】
午前８時 30 分に茨城県南
部を震源地とする震度 6
弱の地震が発生。市内全域
で停電、断水、電話使用不
能（メールは使用可）

「震度５弱以上の地震で避
難所を開設。地震被害によ
り自宅にとどまれなくなっ
た住民が避難所へ避難。近
隣者に声を掛けあい、地区
ごとにまとまって避難所
へ」という内容の避難訓練
を地域住民のみなさんと行
いました。

その他、消火訓練、防災関
係機関による炊き出し、応
急医療、要援護者搬送、ラ
イフライン復旧作業などの
訓練を実施しました。

▲避難所に到着すると、世帯単位で避
難者カードの記入をしてもらいます

▲いざという時に使えるように消火
器による消火訓練

◀救出・救助訓練の中での医師会、赤十
字奉仕団、看護学生による応急医療訓練

広報いしおか２月１日号  №２００　　２３　　広報いしおか２月１日号  №２００

暮らしと命を守る
　　　　自助・共助・公助



火
災 

件
数
が
増
加

火
災
を
起
こ
さ
な
い

　
　
　
起
こ
さ
せ
な
い

　

こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
、
乾
燥
し
た
季
節

風
が
吹
き
、火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
や
後
始
末
に
は
細
心
の
注
意
が

必
要
で
す
。

　

不
審
火
か
ら
の
火
災
も
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
家
の
周
り
に
は
、
ゴ
ミ
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な

ど
の
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

火災の種類
件　数 損害額（千円）

H25 H24 H25 H24

建 物 火 災 23 18 65,515 224,892

林 野 火 災 6 1        0  0

車 両 火 災 8 6 1,801 1,523

その他の火災 9 11    330   390

計 46 36 67,646 226,805

▲火災の概要

齢
者
の
救
急
搬
送
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
救
急
車
が
到
着
し
た
と
き
に
は
、

す
で
に
心
肺
機
能
停
止
状
態
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

多
く
は
家
庭
内
で
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
患

者
の
命
が
助
か
る
か
ど
う
か
は
、
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
数
分
間
に
か
か
っ
て
い
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
数
分

間
に
家
族
や
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
の
応
急

手
当
に
よ
っ
て
命
が
助
か
る
可
能
性
が
高
ま
り

ま
す
。

救
急 
件
数
は
過
去
最
多

救
助 

件
数
が
減
少

　

特
別
救
助
隊
は
、
火
災
や
交
通
事

故
な
ど
の
通
常
災
害
は
も
と
よ
り
、

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
や
化
学
物

質
な
ど
の
特
殊
災
害
に
も
対
応
す
る

た
め
、
救
助
工
作
車
Ⅲ
型
と
高
度
救

助
資
機
材
を
運
用
し
多
種
多
様
化
し

た
災
害
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

件名
件数

H25 H24

救急出動件数 3,439 3,376

救急搬送件数 3,148 3,136

不搬送件数 291 240

搬送人員 3,198 3,189

成
25
年
中
に
発
生
し
た
火
災
は
46
件

で
、
前
年
に
比
べ
る
と
10
件
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

火
災
で
一
番
恐
ろ
し
い
こ
と
、
そ
れ
は
人
命

が
失
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
毎
年
数
人
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
、
そ
の
多
く
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
た

こ
と
で
、
火
災
発
生
に
早
く
気
付
き
救
わ
れ
た

事
例
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
火
災

か
ら
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
も
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
を

う
っ
か
り
消
し
忘
れ

　

味
噌
汁
を
温
め
る
た
め
、
ガ
ス
コ

ン
ロ
に
鍋
を
掛
け
て
い
る
途
中
で
そ

の
場
を
離
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
鍋

が
空
焚
き
状
態
と
な
り
、
台
所
に
設

置
し
て
い
た
煙
式
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
鳴
動
。
女
性
が
駆
け
つ
け
た
と

こ
ろ
、
白
煙
が
充
満
し
て
い
た
の
で

直
ち
に
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
た

た
め
女
性
や
建
物
に
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

火災を防ぐ命を救う

付
け
て
い
た
か
ら

未
然
に
防
げ
る
こ
と
も
…

住
宅
用
火
災
警
報
器

平 成 25 年  火 災 ・ 救 助 ・ 救 急 の 件 数 デ ー タ

救
急
件
数
が
毎
年
増
加

救
急
車
の

　
適
正
利
用
に
協
力
を

　

救
急
出
動
件
数
が
毎
年
増
加
し
て

い
ま
す
。
平
成
25
年
は
前
年
よ
り
63

件
増
加
し
ま
し
た
。
１
日
あ
た
り
の

出
動
件
数
は
約
９
・
４
件
で
、
こ
れ

は
市
民
の
23
人
に
１
人
が
救
急
車
を

利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

救
急
出
動
件
数
が
多
く
な
れ
ば
、
必
然
的
に

遠
く
の
救
急
隊
が
出
動
す
る
確
率
が
高
ま
る
た

め
、
現
場
へ
の
到
着
時
間
が
遅
れ
て
し
ま
い
、

救
え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
真
に
緊
急
を
要
す
る
人
の
た
め
に
、
救
急

車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
位　

放
火
・
放
火
の
疑
い
（
11
件
）

２
位　

た
き
火
・
枯
草
焼
き
・

　
　
　

ご
み
焼
却
（
７
件
）

３
位　

ガ
ス
コ
ン
ロ
・
風
呂
釜
・

　
　
　

か
ま
ど
（
４
件
）

石岡の大火
　石岡は近世以来火事の多い町でした。
これは、高丘地に家が密集して建ってい
たので、火の手が上がると類焼しやすく，
消火するための水がなかなか確保できな
かったからと言われています。なかでも
昭和 4 年の大火は焼失戸数 606 戸 1,700
棟を数え、焼失面積や焼失規模からみて
も最大の災害だったといいます。（参考 
石岡市史下巻 )

　

居
間
の
仏
壇
の
ロ
ウ
ソ
ク
か
ら
出

火
。
こ
の
部
屋
に
設
置
し
て
あ
っ
た

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
鳴
動
に
気
付

い
た
家
の
人
が
水
を
か
け
て
消
火
し

ま
し
た
。
仏
壇
と
部
屋
の
一
部
を
焼

損
し
た
だ
け
で
、
家
に
い
た
家
族
３

人
も
安
全
に
避
難
で
き
ま
し
た
。

設
置
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

石
岡
消
防
署 

予
防
課

☎
２
３
・
０
１
１
９

区　
　

分

出
場
件
数

（
件
）

救
出
人
員

（
人
）

合　
　

計

47

(-6)

35

(0)

事
故

種
別

32

(-6)

27

(-2)

７

(+5）

２

(+2)

０

(-2)

０

(0)

０

(-1)

０

(0)

１

(0)

１

(+1)

７

(-2)

5

(-1)

交
通

事
故

火
災

ガ
ス
・

酸
欠

水
難

事
故

機
械

事
故

そ
の
他

（ ）内は前年比較

仏
壇
の
ロ
ウ
ソ
ク
か
ら

出
火
し
て

高 平

平
成
25
年
の
出
火
原
因

▲救急の概要 ▲救急出動状況

種別 急病 一般負傷 交通 転院 火災 自損行為

H25 2,120 450 359 347 34 39

H24 2,074 384 383 357 25 43

種別 労働災害 加害 運動競技 自然災害 水難 その他

H25 28 18 11 １ ０ 32

H24 39 14 ４ ０ １ 52

▲救急出動件数の内訳

寒いこの季節、お風呂での事故に注意！
　救急隊が冬に遭遇するのが、入浴中の事故です。特に高齢者の事故が
多く、寒い脱衣所、浴室から冷えた身体で一気に熱いお湯に浸かってし
まうとヒートショック現象 ( ※ ) を引き起こしてしまい、入浴中に亡く
なるという事故が起こっています。家族は、入浴中の高齢者に時々、声
をかけて様子を見るなど、長時間一人きりにしないようにしてください。
　予防法としては、暖房機などで脱衣所と浴室を暖めておく。お湯の温
度は 40 度程度にとどめ、深夜、早朝の入浴や長湯は避
ける。飲酒後、食事後すぐの入浴は避けるなど心がけ
てください。
( ※ ) 急激な温度変化による血圧の変化によって、身体
が受ける影響のこと。

救
急
講
習
会
を

　
実
施
し
て
い
ま
す

　

消
防
署
で
は
、
多
く
の
市
民
が
尊

い
命
を
救
う
た
め
の
知
識
と
技
術
を

身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
心
肺
蘇

生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
含
め
た

救
急
講
習
会
を
毎
月
第
３
日
曜
日
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
10
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
そ
れ

以
外
の
希
望
日
で
も
実
施
し
ま
す
。

　

大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
職

場
や
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
を
待
っ
て

い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ

石
岡
消
防
署 

救
急
係

☎
２
３
・
０
１
１
９

八
郷
消
防
署 

救
急
係

☎
４
３
・
６
４
９
１

◀外国人のための防災訓練（フレ
ンドシップいしおか主催）が行わ
れました。ＡＥＤ使用法や止血な
ど、実践的な応急処置を学びまし
た。30 秒で完了する防火衣着装
の実演や消防車両の見学も行い、
充実した講習会になりました。

（フレンドシップいしおかは国際
交流のつどいや日本語教室などを
開催しています）

――毎月第 3 日曜日実施――
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事例１

事例 2

▲中町付近の焼け跡



瑞宝双光章
海老澤　欽也

（元五霞村立五霞西小学校長）

瑞宝双光章
齊藤　宣男

（元水海道市立水海道小学校長）

旭日双光章
鈴木　國雄

（元県消防設備協会理事）

■
高
齢
者
叙
勲
■

■
秋
の
叙
勲
■

旭日双光章
斎藤　浩

（元県医師会長）

瑞宝双光章
小松﨑　忠

（元公立小学校長）

瑞宝双光章
吉川　徹

（元八郷南中学校長）

瑞宝双光章（消防）
田口　貞夫

（元石岡市消防監）

瑞宝双光章（警察）
窪　宰治

（元県警視）

瑞宝双光章（警察）
柴山　勲

（元県警視）

瑞宝双光章（警察）
黒澤　基

（元県警部）

瑞宝双光章（警察）
鈴木　肇

（元県警部）

瑞宝双光章（消防）
山口　春男

（元石岡市消防司令長）

瑞宝単光章（防衛）
髙塚　利通

（元三等陸尉）

瑞宝単光章（警察）
兼平　良雄

（元県警部）
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■
褒
章
■

藍綬褒章
入江　貞一

（元農林業センサス調査員）

紺綬褒章
大森　正

■
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
■

○
旭
日
章
（
き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う
）

　

国
家
ま
た
は
、
公
共
に
対
し
功
労
の
あ
っ

た
方
で
、
功
績
の
内
容
に
着
目
し
、
顕
著
な

功
績
を
挙
げ
た
方
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

○
瑞
宝
章
（
ず
い
ほ
う
し
ょ
う
）

　

国
家
ま
た
は
、
公
共
に
対
し
功
労
の
あ
っ

た
方
で
、
公
務
等
に
長
年
に
わ
た
り
従
事
し
、

成
績
を
挙
げ
た
方
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

○
藍
綬
褒
章
（
ら
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う
）

　

公
衆
の
利
益
を
興
し
成
績
著
明
で
あ
る
方

ま
た
は
公
同
の
事
務
に
尽
力
し
た
方
に
授
与

さ
れ
ま
す
。

○
紺
綬
褒
章
（
こ
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う
）

　

公
益
の
た
め
私
財
を
寄
附
し
た
方
に
授
与

さ
れ
ま
す
。

授
与
対
象

叙勲・褒章
　平成 25 年叙勲において、石岡市から次の方々
が永年の功績により晴れの栄誉に輝きました。 
　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

25 国補単独合併
簡易水道統合整備工事
第 8 号

三村
希）      982
予）      945
落）      932

福井建設㈱

12.5

25 国補単独合併
簡易水道統合整備工事
第 18 号

三村
希）      972
予）      932
落）      913

㈱広伝

25 単・市道 A0115 号線
道路改良工事 東大橋

希）      601
予）      572
落）      571

三栄工業㈱

25 常陸風土記の丘
金龍橋改修工事

染谷
1646 番地

希）      571
予）      544
落）      540

㈱アグリ
工業

25 龍神の森遊歩道
施設整備工事 染谷

希）      442
予）      427
落）      417

㈲内田
基礎工業

25 単・市道 A2293 号線
排水整備工事

若松
一丁目

希）      235
予）      224
落）      220

原田建設㈱

25 特別養護老人
ホームのぞみ
排煙窓オペレーター
改修工事

大砂
10527
番地 6

希）      629
予）      606
落）      595

篠﨑建設㈱

25 単・市道 A0114 号線
街路樹剪定工事 南台

希）      192
予）      186
落）      181

杉並
造園土木㈱

25 公用車購入
（こども福祉課）

石岡
市役所

予）      110
落）89.612

やさと
農業協同組合

12.12
25 公用車購入

（健康増進課）
石岡保健
センター

予）        86
落）   66.59

㈲大塚
自動車

25 常陸風土記の丘
トイレ新築工事

染谷
1646 番地

希）   1,870
予）   1,813
落）   1,740

常洋
建設工業㈱ 12.20

事　業　名 事業
場所 

落札金額
(単位 : 万円 )

請負業者 入札日

25 陸上競技場
改修工事

（石岡運動公園）

南台
三丁目

34 番 1 号

希）   2,710
予）   2,650
落）   2,560

長谷川
体育施設㈱
茨城営業所

H25
11.1

25 旧有明中学校
プール棟ほか解体工事

小塙
192番地2

希）   1,493
予）   1,476
落）   1,400

白田組
土木㈱

11.5
25 旧有明中学校
武道場・技術棟
解体工事

小塙
192番地2

希）   1,443
予）   1,409
落）   1,360

㈱岡崎土建

25 北小学校既存校舎
解体工事

根当
10949
番地

希）   4,420
予）   4,260
落）   3,769

㈱日高建材 11.8

25 市道 A5645 号線
（貝地・高浜線）

排水路整備工事 2 工区
東田中

希）   2,790
予）   2,658
落）   2,645

千代田
建設㈱

11.22
25 市道 A5645 号線

（貝地・高浜線）
排水路整備工事 1 工区

東田中
希）   2,390
予）   2,275
落）   2,270

東亜興業㈱

25 観光用トイレ
建設工事

朝日
308 番地

希）   1,880
予）   1,842
落）   1,640

㈱アレスコ

25 観光動態調査
業務委託

市内
全域

予）      235
落）      198

㈱コクド
リサーチ

茨城営業所

12.5
25 小水力発電
導入可能性調査業務委託

朝日地内
ほか

４か所
予）      332
落）      316

㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙ
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

茨城事務所

25 単林小幡中山線
用地測量調査
業務委託

上青柳
希）      206
予）      202
落）      190

㈱トーホー
測研

※ 希）希望価格（「くじ」の採用） ・ 予）予定価格 ・ 落）落札価格

  ■問い合わせ  契約検査課　☎ 23-1111（内線 263）

11・12 月の入札結果

教
育
委
員
会
委
員
、

　
監
査
委
員
、
公
平
委
員
会
委
員
が
決
定

　

市
で
は
、
石
岡
市
教
育
委
員
会

委
員
と
石
岡
市
監
査
委
員
、
石
岡

市
及
び
事
務
組
合
公
平
委
員
会
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
平
成
25

年
12
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
第
４

回
市
議
会
定
例
会
本
会
議
で
、
石

岡
市
教
育
委
員
会
委
員
に
谷
島
洋

司
さ
ん
と
櫻
井
信
さ
ん
を
、
監
査

委
員
に
出
澤
純
夫
さ
ん
を
、
公
平

委
員
会
委
員
に
横
田
由
美
子
さ
ん

を
任
命
・
選
任
す
る
人
事
案
件
の

同
意
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
任
命
・

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
い
ず
れ
も
、
平
成
25
年

12
月
20
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
12
月
20
日
に
開
会
し
た

教
育
委
員
会
臨
時
会
で
、
教
育
委

員
長
に
岡
﨑
尚
俊
さ
ん
を
、
教
育

長
に
櫻
井
信
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

横田 由美子さん

公平委員会委員
　　（再任）

教育委員会委員
　　（新任）

谷島　洋司さん

教育委員会委員
　　（新任）

櫻井　信さん

監査委員
（新任）

出澤　純夫さん

７　　広報いしおか２月１日号  №２００



鈴
木
さ
ん
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

テ
コ
ン
ド
ー
大
会
で
６
連
覇

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
大
会

　
　
９
０
０
人
が
健
脚
競
う

　

12
月
15
日
、
石
岡
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ク
ラ
ブ
主
催
の
第
４
回
筑
波
山
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
大
会
が
、
つ
く
ば
ね

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

９
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

カ
テ
ゴ
リ
は
ロ
ン
グ
、
ミ
ド
ル
、

シ
ョ
ー
ト
、
５
㎞
の
４
種
目
で
行
わ

れ
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
裏
筑

波
林
道
を
通
り
、
つ
つ
じ
が
丘
、
女

体
山
、
筑
波
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
を
経

て
裏
筑
波
林
道
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
ま
で
の
コ
ー
ス
を
走
り
抜
け
ま
し

　

八
郷
地
区
吉
生
の
神
生
賢
一
さ
ん

が
、
農
業
・
農
村
の
振
興
発
展
へ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
農
事
功
績
者
表

彰
で
緑
白
綬
有
功
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

神
生
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
大
学

の
先
輩
が
経
営
し
て
い
る
バ
ラ
園
に

住
み
込
み
で
研
修
を
し
、
栽
培
か
ら

経
営
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
、

昭
和
49
年
に
現
在
の
バ
ラ
栽
培
を
地

元
に
戻
っ
て
始
め
ま
し
た
。
当
時
、

八
郷
地
区
で
は
バ
ラ
栽
培
の
先
駆
け

と
し
て
注
目
さ
れ
、
そ
れ
が
次
第
に

浸
透
し
、
神
生
さ
ん
か
ら
技
術
を
学

び
、
他
の
農
業
か
ら
バ
ラ
農
家
に
転

向
す
る
人
も
増
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
産
方
法
の
改
善
も

精
力
的
に
行
っ
て
い
て
、
栽
培

労
力
の
軽
減
と
生
産
を
安
定
さ

せ
る
た
め
、
溶
液
栽
培
を
導
入

し
、
病
害
虫
予
防
の
た
め
、
ハ

ウ
ス
内
の
炭
酸
ガ
ス
の
濃
度
を

上
げ
、
農
薬
を
使
わ
な
い
栽
培

を
確
立
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
重

油
の
高
騰
に
よ
り
、
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
（
業
務
エ
ア
コ
ン
）
を
導

入
し
、
暖
房
経
費
の
削
減
と
生

芸
能
祭
で
日
ご
ろ
の

　
　
練
習
の
成
果
を
発
表

　

11
月
19
日
と
22
日
の
二
日
間
、
県

立
石
岡
第
一
高
等
学
校
を
会
場
に
、

昨
年
か
ら
一
年
間『
広
報
い
し
お
か
』

に
寄
稿
し
て
く
れ
た
石
岡
在
住
の
櫻

井
文
さ
ん
の
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し

武
道
大
会
で

　
練
習
の
成
果
競
う

た
。

　

櫻
井
さ
ん
は
同
校
出
身
で
、
卒
業

後
は
県
内
の
看
護
学
校
に
通
い
、
看

護
師
を
経
て
、
青
年
海
外
協
力
隊
と

し
て
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
へ
派
遣
。
二
年

間
の
勤
務
を
終
え
た
後
、
母
子
保
健

専
門
家
と
し
て
ス
ー
ダ
ン
で
活
動
し

て
い
ま
し
た
。

　

講
話
は
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
や
ス
ー

ダ
ン
で
の
仕
事
の
様
子
や
、
人
々
の

生
活
な
ど
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
な

が
ら
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
様
々
な

文
化
の
違
い
に
興
味
を
示
し
な
が
ら

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

櫻
井
さ
ん
は
「
国
に
よ
っ
て
気
候

や
文
化
が
全
然
違
い
ま
す
。
皆
さ
ん

櫻
井
文
さ
ん
が

　
　
　
　
母
校
で
講
演
会

　

７
月
28
日
に
行
わ
れ
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
の

第
６
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
コ
ン

　

12
月
１
日
、
中
央
公
民
館
を
会
場

に
「
第
17
回
芸
能
祭
」
が
開
催
さ
れ
、

３
０
０
人
余
り
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
詩
吟
・
民
謡
・
舞
踊
の
愛

好
者
の
皆
さ
ん
に
よ
り
約
80
演
目
が

上
演
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
演
目
が
終
わ
る
ご
と

に
拍
手
が
わ
き
、
盛
り
上
が
り
を
み

せ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
１
日
に
第
14
回
石
岡

市
親
善
武
道
大
会
を
石
岡
運

動
公
園
と
石
岡
商
業
高
等
学

校
を
会
場
に
行
い
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
は
小
学
生
か
ら

一
般
ま
で
約
３
０
０
人
が
出

場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
日
ご
ろ
か
ら

鍛
え
抜
い
た
技
を
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。

　

武
道
は
、
武
技
・
武
術
な
ど

か
ら
生
ま
れ
た
日
本
固
有
の

文
化
。
相
手
の
動
き
に
応
じ
た

吉
生
の
神か

の
う生
さ
ん

　
緑
白
綬
有
功
賞
を
受
賞

ド
ー
選
手
権
大
会
で
、
石
岡
小
６
年

の
鈴
木
颯は

や
てさ

ん
が
小
学
６
年
生
男

子
軽
量
級
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

同
大
会
で
の
優
勝
は
小
学
１
年
生
で

出
場
し
て
か
ら
６
年
連
続
と
な
り
ま

す
。「
テ
コ
ン
ド
ー
が
楽
し
い
。
技

が
決
ま
っ
た
時
は
気
持
ち
が
い
い
で

す
」
と
テ
コ
ン
ド
ー
の
楽
し
さ
に
つ

い
て
熱
く
語
る
颯
さ
ん
。

　

テ
コ
ン
ド
ー
は
父
親
の
高
広
さ
ん

が
開
い
て
い
る
道
場
で
幼
稚
園
年

中
か
ら
始
め
て
徐
々
に
力
を
つ
け
、

小
学
４
年
生
で
は
黒
帯
に
な
り
ま

し
た
。
高
広
さ
ん
は
「
子

ど
も
た
ち
に
は
大
き
な
声

と
返
事
を
す
る
よ
う
に
と

い
う
こ
と
と
、
自
分
や
他

人
に
嘘
を
つ
か
な
い
、
ご

ま
か
さ
な
い
こ
と
を
教
え

て
い
ま
す
。
颯
に
は
良
い

指
導
者
の
元
で
さ
ら
に
強

く
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
」
と
語
り
ま
す
。

　

来
春
に
は
宮
城
県
に
あ

る
道
場
に
通
う
た
め
、
仙

台
市
内
の
中
学
校
に
入
学

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

親
元
を
離
れ
る
寂
し
さ
に
つ
い
て
聞

く
と
「
寂
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夢

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る

こ
と
。
も
っ
と
力
を
つ
け
て
強
く
な

り
た
い
で
す
。
勝
ち
た
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
」
と
頼
も
し
い
答
え
。
未

来
を
見
つ
め
る
瞳
は
輝
い
て
い
ま
し

た
。

産
性
の
向
上
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
全
国
の
切
り
バ
ラ
の
生

産
振
興
や
消
費
拡
大
に
貢
献
し
、
バ

ラ
農
家
を
志
す
研
修
生
を
受
け
入
れ
、

将
来
を
担
う
青
少
年
の
育
成
に
も
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

　

神
生
さ
ん
は
「
収
穫
で
き
た
時
は

嬉
し
い
で
す
ね
。
品
種
に
よ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
が
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
通
り
に
咲
い
た
と
き
は
成
功
し

た
な
と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
買
っ

て
く
れ
た
方
に
は
安
ら
ぎ
や
希
望
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
語

り
ま
し
た
。

　

バ
ラ
栽
培
に
限
ら
ず
、
市
の
認
定

農
業
者
の
活
動
を
支
え
る
な
ど
、
地

域
の
農
業
に
も
力
を
注
ぐ
神
生
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲夢は東京オリンピック出場。毎日練習に励んでいます。

▲舞踊の発表。みんなの息を合わせます。

▲ 11 月 22 日に東京の赤坂にある三会堂ビルで行われた表
彰式。大日本農会会長（左）から表彰状が伝達されました。

た
。

　

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
は
、
高

低
差
が
あ
り
整
備
さ
れ
て
い
な
い
ハ

イ
キ
ン
グ
道
や
林
道
な

ど
を
快
走
す
る
ス
ポ
ー

ツ
で
、
近
年
人
気
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

毎
回
参
加
し
て
い
る

と
い
う
県
内
在
住
の
松

丸
真
幸
さ
ん
は
「
会
場

の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
が
良
く
て
参
加
し

て
い
ま
す
。
何
と
言
っ

て
も
風
景
が
き
れ
い
」

と
走
り
終
え
て
の
感
想
。

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

清
々
し
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
に
は
、
同
ク
ラ
ブ
に
よ

る
筑
波
連
山
大
競
争
を
計
画
し
て
い

て
、
現
在
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

▲つくばねオートキャンプ場から一斉にスタート。

東
日
本
大
震
災
へ
の
寄
付
な
ど

●
茨
城
県
共
同
募
金
会
へ

・
江
畑　

志
津
江

・
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
２
０
１
３
実

行
委
員
会

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
友
の
会 

に
は
色
々
な
世
界
が
あ
る
と
い
う
事

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
興
味

を
持
っ
た
も
の
に
は
ど
ん
ど
ん
挑
戦

し
て
く
だ
さ
い
」
と
会
場
に
投
げ
か

け
ま
し
た
。

　

講
話
を
聴
い
た
荒
原
裕
貴
さ
ん
は

「
厳
し
い
環
境
に
も
投
げ
出
さ
ず
に

仕
事
を
や
り
通
し
た
こ
と
が
凄
い
と

思
い
ま
し
た
」
と
感
心
し
た
様
子
。

櫻
井
さ
ん
は
「
後
輩
た
ち
に
は
自
分

の
可
能
性
を
狭
め
な
い
で
、
や
り
た

い
と
思
っ
た
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
最
終
的
に

は
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
に
つ
な
げ

て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
語
り
ま
し
た
。

＊
平
成
25
年
12
月
27
日

現
在  （
敬
称
略
・
順
不
同
）

災
害
へ
の
支
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

基
本
動
作
や
技
を
身
に
つ
け
、
攻
撃

や
防
御
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
勝
敗

を
競
う
も
の
で
す
。

▲海外での文化の違いなどについて講話を聴く生徒たち。

▲一つひとつの動作に集中する選手たち。

広報いしおか２月１日号  №２００　　８９　　広報いしおか２月１日号  №２００

まちの
話題

できごと

まちの
話題

できごと



市内各施設の
　　　     放射線量

測定値（園庭中央）　
1 月第 1 週 1 月第 2 週

地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m
第１保育所 0.103 0.102 0.126 0.097
第２保育所 0.113 0.103 0.112 0.105
園部保育所 0.096 0.104 0.100 0.088
みなみ保育所 0.076 0.101 0.085 0.111
やさと中央保育所 0.093 0.089 0.102 0.110
石岡明照保育園 0.106 0.085 0.093 0.078
泉ケ丘保育園 0.106 0.093 0.110 0.112
国分台ふたば保育園 0.117 0.098 0.094 0.106
ひかり保育園 0.117 0.101 0.105 0.104
わかくさ保育園 0.123 0.128 0.109 0.104
しらゆり保育園 0.119 0.095 0.104 0.079
そとの保育園 0.063 0.055 0.069 0.049
石岡ひまわり保育園 0.124 0.116 0.170 0.125
りんりん保育園 0.114 0.098 0.096 0.085
ことりの森保育園 0.075 0.068 0.078 0.080
児童館 0.063 0.066 0.064 0.070
児童センター（入口） 0.089 0.085 0.093 0.084

市役所 旭台
会館

城南
地区

公民館
龍神山

霊園
八郷
総合
支所

自然
休養村
センター

恋瀬
出張所

園部
出張所

簡易測定器　　　　　　
（地上 1m）

12/25 水 0.101 0.112 0.130 0.108 0.105 0.137 0.094 0.094
26 木 0.115 0.108 0.136 0.121 0.116 0.155 0.096 0.111
27 金 0.100 0.106 0.134 0.114 0.096 0.151 0.081 0.088

１/6 月 0.097 0.116 0.135 0.113 0.102 0.149 0.092 0.094
７火 0.100 0.111 0.127 0.118 0.105 0.154 0.095 0.095
８水 0.110 0.108 0.130 0.108 0.107 0.158 0.093 0.108
９木 0.104 0.104 0.137 0.104 0.108 0.129 0.083 0.106

10 金 0.101 0.109 0.130 0.122 0.101 0.140 0.096 0.089
14 火 0.101 0.107 0.124 0.120 0.092 0.141 0.091 0.111
15 水 0.095 0.098 0.120 0.123 0.119 0.149 0.098 0.106
16 木 0.117 0.127 0.132 0.106 0.115 0.132 0.086 0.090
17 金 0.102 0.113 0.126 0.106 0.115 0.132 0.086 0.090

●最新の測定結果は、市のホームページで見ることができます。　http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

1 月第１週 1 月第２週
地表 地上 1m 地表 地上 1m

石岡中学校 0.093 0.084 0.079 0.080
府中中学校 0.156 0.144 0.158 0.146

城南中学校 0.107 0.096 0.108 0.100

国府中学校 0.095 0.090 0.093 0.089

園部中学校 0.112 0.097 0.094 0.084

八郷中学校 0.047 0.046 0.042 0.048

中学校

Ａ 2700
測定器

1 月第１週 1 月第 2 週
地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m

石岡小学校 0.098 0.096 0.097 0.093
府中小学校 0.105 0.096 0.115 0.094
高浜小学校 0.082 0.082 0.085 0.086
東小学校 0.091 0.080 0.081 0.087
三村小学校 0.091 0.080 0.116 0.111
関川小学校 0.140 0.133 0.140 0.127
北小学校 0.092 0.088 0.088 0.094
南小学校 0.116 0.111 0.119 0.109
杉並小学校 0.103 0.100 0.095 0.097
園部小学校 0.129 0.126 0.122 0.119
東成井小学校 0.105 0.103 0.099 0.109
瓦会小学校 0.092 0.094 0.082 0.078
林小学校 0.089 0.084 0.086 0.080
恋瀬小学校 0.096 0.092 0.082 0.079
葦穂小学校 0.086 0.087 0.091 0.083
吉生小学校 0.088 0.091 0.086 0.079
柿岡小学校 0.106 0.097 0.092 0.090
小幡小学校 0.089 0.095 0.099 0.097
小桜小学校 0.102 0.102 0.094 0.092

小学校

Ａ 2700
測定器

保育所
など私立公立

PA-1000 Radi測定器

※掲載は園庭中央ですが、園庭の四隅と砂場も測定してい
ます。ホームページで確認できます。

測定器：簡易測定器　単位：マイクロシーベルト／時

12 月 25 日～ 1 月 17 日

●問い合わせ　放射線対策室　☎ 36-1231

PA-1000 Radi

平日毎日測定主な公共施設

測
定
日

測
定
場
所

測定値（園庭中央）
1 月第 1 週 1 月第 2 週

地表 地上 0.5m 地表 地上 0.5m
府中幼稚園 0.133 0.112 0.125 0.117
国分寺幼稚園 0.067 0.084 0.089 0.103
石岡善隣幼稚園 0.092 0.089 0.102 0.068
ばらき台幼稚園 0.089 0.085 0.081 0.075
石岡幼稚園 0.075 0.104 0.069 0.093
恋瀬ほしのみや幼稚園 0.075 0.068 0.078 0.080
八郷幼稚園 0.093 0.089 0.122 0.103
東幼稚園（園庭） 0.135 0.112 0.110 0.110

幼稚園私立公立
PA-1000 Radi測定器

1 月第 2 週

地表 地上
0.5m

地上
1m

国府地区公民館 0.147 0.127 0.121
葦穂地区多目的研修センター 0.129 0.089 0.108
瓦会地区多目的研修センター 0.106 0.087 0.101
石岡学校給食センター 0.156 0.120 0.124
農村資料館 0.105 0.092 0.097
ふれあいの里石岡 ひまわりの館 0.094 0.097 0.106
まちかど情報センター 0.087 0.094 0.093
常陸風土記の丘 0.140 0.125 0.132
茨城県フラワーパーク 0.125 0.117 0.123
つくばねオートキャンプ場 0.113 0.107 0.109
朝日里山学校 0.147 0.131 0.135
石岡運動公園 0.135 0.108 0.116
八郷総合運動公園 0.062 0.057 0.071
柏原野球公園 0.168 0.152 0.144
柏原サッカー公園 0.078 0.071 0.078
小井戸運動広場 0.105 0.092 0.096
国府公園 0.131 0.113 0.116
石岡ステーションパーク 0.088 0.076 0.080
いしおかイベント広場 0.099 0.081 0.104
やさと温泉ゆりの郷 0.110 0.109 0.103
柏原池公園 0.154 0.154 0.148
八軒向第 3 公園 0.092 0.111 0.117
フローラル西公園 0.099 0.087 0.090
ばらき台第２公園 0.096 0.127 0.128
池の台住宅記念碑 0.146 0.140 0.136

主な公共施設
毎月第２・４週測定

PA-1000 Radi・TCS-172B測定器

測定値（グラウンドの 5 か所の平均）

測定値（グラウンドの 5 か所の平均）

※国における放射線量の基準値は、地上 1 ｍ（子どもの場合は地上 0.5 ｍ）で毎時 0.23 マイクロシーベルト以下です。

１１　広報いしおか２月１日号  №２００

民
交
通
災
害
共
済

２
月
１
日
か
ら
加
入
の
受
け
付
け
開
始

対
象
と
な
る
交
通
事
故 

　

日
本
国
内
の
道
路
上
を
運
行
中
の
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
自

転
車
な
ど
の
接
触
・
衝
突
・
転
落
・
転
覆
な
ど
の
事
故
に
よ

る
、
人
の
死
傷
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら 

　

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
署

に
届
け
出
て
、
後
日
、
交
通
事
故
証
明
書
を
発
行
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
交
通
事
故
証
明
書
が
な
い
と
見
舞
金
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

共
済
見
舞
金
が
給
付
で
き
な
い
場
合 

■
共
済
見
舞
金
の
全
部                             

①
会
員
も
し
く
は
見
舞
金
受
取
人
の
故
意
に
よ
る
事
故

②
会
員
が
無
免
許
、
酒
気
帯
び
運
転
中
に
生
じ
た
事
故
ま
た

は
、
そ
の
事
実
を
承
知
で
同
乗
し
て
い
た
事
故

③
地
震
・
洪
水
・
暴
風
・
そ
の
他
の
天
災
に
よ
っ
て
生
じ
た

事
故

■
共
済
見
舞
金
の
全
部
ま
た
は
一
部

①
正
当
な
理
由
な
く
医
師
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き

②
会
員
ま
た
は
見
舞
金
受
取
人
の
重
大
な
過
失
に
よ
る
事
故

③
そ
の
他
法
令
に
違
反
し
組
合
長
が
不
適
当
と
認
め
る
事
故

◆
年
会
費

　

大　

人　
　
　

９
０
０
円　

　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

◆
共
済
期
間　
　

　

４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日

　
（
途
中
加
入
の
場
合
、
申
込
日
の

　

翌
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
）

◆
万
一
の
時
の
支
払
い
見
舞
金  

　

死
亡
見
舞
金　

１
０
０
万
円　
　

　

傷
害
見
舞
金　

２
～
30
万
円

　

身
障
見
舞
金　

50
万
円

◆
申
込
方
法
　
会
費
を
持
参
の
う

え
、
加
入
受
付
窓
口
に
あ
る
「
県
民

交
通
災
害
共
済
加
入
申
込
書
」
に
記

入
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
中
に
加
入
し
た
世
帯
に

は
、
申
込
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、そ
の
申
込
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
窓
口
　
生
活
環
境
課
（
石

岡
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）・
八
郷
総
合

支
所 

市
民
窓
口
課
（
１
階
３
番
窓

口
）・
恋
瀬
出
張
所
・
園
部
出
張
所

※
事
業
所
な
ど
団
体
で
加
入
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
３
６
・
１
１
２
０

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
１
）

～
家
族
で
加
入
を
～

県
平
成
26
年
度

自
転
車
は
安
全
に
乗
り
ま
し
ょ
う
！

　

交
通
事
故
デ
ー
タ
で
は
、
死
者
数
・
負

傷
者
数
は
四
輪
車
・
自
動
二
輪
車
と
も
に

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
自
転
車
・
歩
行
者

で
は
ほ
と
ん
ど
減
少
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

自
転
車
事
故
の
死
亡
原
因
で
一
番
多
い

の
は
、
頭
部
の
け
が
に
よ
る
も
の
で
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
で
、
頭
部

へ
の
け
が
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
13
歳
未
満
に
つ
い
て
は
、
道
路

交
通
法
に
よ
り
「
保
護
者
は
自
転
車
に
乗

車
さ
せ
る
と
き
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に
自
転

車
を
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
25
年
12
月
１
日
の
法
改
正
に
よ

り
、
自
転
車
の
右
側
路
側
帯
の
走
行
が
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。
右
側
路
側
帯
を
走
行
し

た
場
合
、
３
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は

５
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

　

自
転
車
は
左
側
を
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

１
…
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は

例
外

２
…
車
道
は
左
側
を
通
行

３
…
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄

り
を
徐
行

４
…
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・ 

飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁

　

止
・ 

運
転
中
は
携
帯
電
話
や
イ
ヤ
ホ
ン
を

　

使
わ
な
い

・ 

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・ 

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停

止
・　
安
全
確
認

５
…
子
供
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

●
自
転
車
安
全
利
用
五
則

自転車が通行できる路側帯
（改正道交法施行以降）

路
側
帯

駐
停
車
禁
止
路
側
帯

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課

　

☎
３
６
・
１
１
２
０

広報いしおか２月１日号  №２００　１０



小
中
学
校
で
働
く
嘱
託
員
を
募
集

平
成
26
年
度勤務期間

４月～平成 27 年 3 月

面接予定
２月下旬～３月中旬

申込方法
履歴書を本人が直接、または郵送
で提出。
※履歴書には、必ず連絡先を記入
してください。後日、面接の日時
と場所を連絡します。

申込締切
２月 20 日（木）必着

資
格　

司
書
も
し
く
は
司
書
教
諭
の

資
格
を
持
っ
て
い
る
人

募
集
人
数　

13
人
程
度

職
務
内
容　

司
書
教
諭
の
補
助
業
務

（
学
校
図
書
館
の
設
備
・
運
営
、
読

書
指
導
な
ど
）

勤
務
条
件　

月
〜
金
曜
日
の
週
５

日
、
１
日
４
時
間
、
年
間
２
０
５
日

以
内
、
勤
務
校
２
校
兼
務
ま
た
は
１

校
専
任

※
学
校
の
都
合
で
勤
務
時
間
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

報
酬　

時
給
８
５
０
円

学
校
図
書
館
司
書

資
格　

健
康
な
人

募
集
人
数　

17
人
程
度

職
務
内
容　

来
客
対
応
、事
務
補
助
、

環
境
整
備
、
給
食
業
務
（
搬
入
・
搬

出
）
な
ど

勤
務
条
件　

月
〜
金
曜
日
の
週
５

日
、
１
日
５
時
間
30
分
、
年
間

２
０
５
日
以
内　

※
学
校
の
都
合
で
勤
務
時
間
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

報
酬　

時
給
８
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課 

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
５
５
）

学
校
校
務
員

資
格　

健
康
な
人

募
集
人
数　

18
人
程
度

職
務
内
容　

学
校
で
の
給
食
業
務

（
配
送
品
の
搬
入
・
搬
出
、
受
入
室

の
清
掃
な
ど
）

勤
務
条
件　

月
〜
金
曜
日
の
週
５
日
、

１
日
４
時
間
、
年
間
１
９
４
日
以
内

報
酬　

時
給
８
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
・
６
２
８
６

八
郷
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
３
６
・
５
２
５
２

学
校
給
食
受
け
入
れ

中
津
川
区　

祭
礼
用
具
を
整
備

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
施

設
や
備
品
の
整
備
を
行
う
こ
と
に

対
し
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
平
成

25
年
度
の
宝
く
じ
助
成
事
業
で
は

中
津
川
区
が
、
面
や
太
鼓
な
ど
の

祭
礼
用
具
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
内
会
が
一
丸
と
な
り

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
促
進
と
町

内
の
融
和
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課

☎
３
６
・
１
１
２
０

市
の
臨
時
職
員
の
登
録
を

　

市
の
臨
時
職
員
と
し
て
働
い
て
み

た
い
と
い
う
人
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

申
し
込
ん
で
登
録
し
て
も
ら
う
制
度

が
あ
り
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
登
録

者
の
中
か
ら
面
接
・
書
類
審
査
を
行

い
、
採
用
を
決
定
し
ま
す
。

　

登
録
期
間
は
受
付
日
か
ら
一
年
間

で
、
継
続
し
て
登
録
を
希
望
す
る
場

合
は
再
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
期
間
内
に
必
ず
し
も
採
用
さ

れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
了
承

く
だ
さ
い
。

随
時
募
集

提
出
書
類

■
市
指
定
の
履
歴
書

■
申
立
書

※
障
が
い
の
あ
る
人
は
身
体
障
害
者

手
帳
の
写
し

勤
務
条
件

■
一
般
事
務
補
助　

時
給
８
０
０
円

■
保
育
士　

時
給
９
５
０
円

 （
ク
ラ
ス
担
任 

１
０
０
０
円
）

■
発
掘
等
単
純
労
務　

時
給
８
０
０
円

※
勤
務
時
間
は
一
日
７
時
間
45
分
以
内

そ
の
他　

履
歴
書
・
申
立
書
は
総
務
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
３
）

障
が
い
の
あ
る
人
の
登
録

　

登
録
で
き
る
職
種
は
一
般
事
務
補

助
。
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
満
18

歳
以
上
の
人
で
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
、
自
力
通
勤
で
き
、
介

護
者
な
し
で
勤
務
可
能
な
人
。
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る
人
。

広報いしおか２月１日号  №２００　１２

広
報
い
し
お
か
広
告

申
込
期
間　

　

３
月
３
日（
月
）
午
前
８
時
45
分
〜

　

先
着
順

＊
秘
書
広
聴
課
（
仮
設
庁
舎
１
号
棟

２
階
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
方
法

　

広
告
掲
載
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
広
告
原
稿
を
添
え
て
直
接

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
の
際
、
原
稿
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
、

手
書
き
ど
ち
ら
で
も
可
）

＊
掲
載
で
き
る
広
告
は
、
公
共
性
を

損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
も
の
と
し
、

政
治
・
宗
教
活
動
に
係
る
も
の
や
、

公
序
良
俗
を
害
す
る
も
の
な
ど
は
掲

載
で
き
ま
せ
ん
。

掲
載
号　

５
月
１
日
号
〜
平
成
27
年

４
月
15
日
号
（
全
24
回
）

＊
１
号
単
位
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
複
数
号
の
申
し
込
み
も
可
）

■ 1 日号 … 1 段４枠（半段８枠）
■ 15 日号 … 1 段５枠（半段 10 枠）
※ 1 段・半段どちらでも可。枠数に限りがあ
りますので早めに申し込みください。
■広告規格・料金（1 回あたり）
1 段【横 174㎜×縦 45㎜】 　20,000 円
半段【横 84㎜×縦 45㎜】　   10,000 円
■印刷色
1 日号・15 日号ともに 2 色刷り

84㎜

45
㎜

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

管
財
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
５
１
１
）

申
込
方
法

　

広
告
掲
載
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

掲
載
期
間

■
封
筒　

使
用
完
了
ま
で

■
公
用
車　

市
が
指
定
す
る
期
間

広
告
規
格
・
料
金

■
封
筒
（
１
０
０
０
枚
単
位
）

＊
封
筒
裏
面
に
、
単
色
（
黒
）
印
刷

種
類

広
告
の
規
格

料　

金

（
１
枚
当
）

長
３
縦
40
㎜
×
横
90
㎜

（
最
大
４
広
告
）

10
円

角
２
縦
60
㎜
×
横
90
㎜

（
最
大
８
広
告
）

25
円

■
公
用
車

・
プ
リ
ウ
ス
（
小
型
乗
用
車
）
２
台

＊
車
の
左
右
後
部
座
席
の
ド
ア
に
一

か
所
ず
つ
、
貼
り
付
け
に
よ
る
広
告

（
色
彩
は
、
原
則
カ
ラ
ー
可
）

広
告
の
規
格

料
金（
１
か
月
当
）

縦
35
㎝
×
横
50
㎝

以
内

   （
最
大
４
広
告
）
一
か
所

 　
５
０
０
０
円

▲広告掲載イメージ

広   告

広　告

広　告

広　告

広　告

広　告

広　告

広　告

広　告

角２封筒

封
筒
・
公
用
車
の

　
　
　
　
　
広
告

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告

申
込
方
法

　

広
告
掲
載
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

掲
載
期
間

　

原
則
１
か
月
単
位
で
、
最
長
12
か

月
ま
で
。
再
掲
載
も
可
能
で
す
。

広
告
規
格

・
大
き
さ
…
縦
50
ピ
ク
セ
ル
×
横

１
２
０
ピ
ク
セ
ル

・
形
式
…
Ｇ
Ｉ
Ｆ
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
可
）、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ

・
デ
ー
タ
容
量
…
10
キ
ロ
バ
イ
ト
以
下

広
告
料
金
（
掲
載
１
か
月
に
つ
き
）

　

１
枠
１
万
円
（
全
９
枠
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

　

 http://w
w

w
.city.ishioka.lg.jp/

３
月
３
日 

申
込
開
始

随
時
募
集

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

１３　広報いしおか２月１日号  №２００
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情報　ネットワーク

情報
ネットワーク

市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
12
／
31
現
在
】

・
発
生
件
数　

２
７
８
件
（
－
55
）

・
死
者
数　
　
　

５
人
（
＋
３
）

・
負
傷
者
数　

３
７
３
人
（
－
71
）

・
物
損
事
故　

１
８
４
３
件

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

石
岡
警
察
署
か
ら

募　
　

集

石岡市役所
　☎ 23‐1111
八郷総合支所
　☎ 43‐1111
石岡消防署
　☎ 23‐0119
八郷消防署
　☎ 43‐6491
火災情報
　☎ 24‐1818
テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

イ
ベ
ン
ト

　

い
し
お
か
元
気
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
で
は
、
御
幸
通
り
・
中
町
・
香

丸
町
・
金
丸
町
・
守
木
町
・
国
分
町

な
ど
の
商
店
を
中
心
に
「
い
し
お
か

雛
巡
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
雛
人
形
や
吊
し
雛
な

ど
を
お
店
に
飾
り
、
来
訪
す
る
人
た

ち
を
も
て
な
し
の
心
で
迎
え
ま
す
。

　

な
お
、
期
間
中
は
常
設
展
示
場
を

開
設
し
、
土
・
日
曜
日
に
は
寄
席
な

ど
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
で
く

だ
さ
い
。

期
日　

２
月
15
日
（
土
）
～
３
月
３

日
（
月
）

第
８
回
い
し
お
か
雛ひ

な

巡
り

２
月
15
日
～
３
月
３
日

管
理
栄
養
士
が
教
え
る

　
　
　
　
チ
ュ
ー
ブ
体
操

ひ
ま
わ
り
の
館
体
験
教
室

　

細
長
い
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
を
使
い
、

全
身
の
筋
肉
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
整
え

る
軽
め
の
体
操
で
す
。
ま
た
、
糖
尿

病
予
防
に
役
立
つ
話
も
聞
け
ま
す
。

日
時　

３
月
１
日（
土
）・
５
日（
水
）・

12
日
（
水
）・
26
日
（
水
）
全
４
回

　

午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

※
３
月
１
日
の
み
、
午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分
。

定
員　

15
名

受
講
料　

無
料
（
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
は

貸
し
出
し
ま
す
）

講
師　

古
仁
所 

祐
子 

先
生

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
開
始　

２
月
７
日（
金
）か
ら
で
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
受
け
付
け
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。
月
曜
日
は

休
館
の
た
め
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館

☎
３
５
・
１
１
２
６

場
所　

中
心
市
街
地
商
店
街

問
い
合
わ
せ
　

石
岡
商
工
会
議
所　

☎
２
２
・
４
１
８
１

第
９
回

　「
柿
岡
の
雛
ま
つ
り
」

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

願
う
「
柿
岡
の
雛
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、お
出
で
く
だ
さ
い
。

展
示
日
時　

２
月
19
日
（
水
）
～
３
月
２
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

◆
展
示
内
容
　
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
講

座
「
四
季
の
花
の
雛
飾
り
」
作
品
、

人
形
・
ち
り
め
ん
・
折
り
紙
同
好
会

の
作
品
、
八
郷
地
区
の
幼
稚
園
・
保

２
月
19
日
～
３
月
２
日

育
園
・
保
育
所
の
園
児
に
よ
る
雛
の

作
品
展
示

◆
体
験
会
（
有
料
・
要
予
約
）

・
２
月
22
日
（
土
）
裂
き
織
り

・
２
月
26
日
（
水
）
ち
り
め
ん
細
工

「
這
い
子
人
形
」

◆
雛
の
つ
ど
い
　
２
月
23
日
（
日
）

野
だ
て 

午
前
10
時
～
、
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
「
ギ
タ
ー
の
し
ら
べ
」
午
後

２
時
～

◆
こ
ど
も
雛
ま
つ
り

３
月
２
日
（
日
）

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
凧
・
布
て
ま

り
な
ど
）

・
お
は
な
し
会
（
童
謡
と
立
体
童
話
） 

出
演　

ぐ
る
う
ぷ
観
覧
車

※
外
庭
テ
ン
ト
村
で
、
焼
き
そ
ば
・

常
陸
牛
入
り
カ
レ
ー
を
販
売
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

柿
岡
地
区
公
民
館
（
担
当
： 

恒つ
ね
ひ
ろ広
）

☎
０
９
０
・
４
１
２
１
・
８
５
６
０

い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
を

募
集

平
成
26
年
度

　

県
で
は
、
女
性
の
視
点
を
取
り
入

れ
、
県
民
参
加
の
広
報
活
動
を
推
進

す
る
た
め「
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

・
県
内
在
住
で
、
平
成
26
年
４
月
１

日
現
在
、
満
20
歳
以
上
の
女
性

・
公
務
員
、
議
会
の
議
員
で
な
い
人

・
取
材
先
の
要
望
す
る
日
時
に
応
じ

て
取
材
で
き
る
人

・
自
分
で
取
材
先
に
移
動
で
き
る
人

活
動
内
容

・
県
の
主
要
事
業
や
施
設
な
ど
を
取

材
し
、
そ
の
結
果
を
広
報
紙
で
発
表

・
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
県
の
情
報
を
積
極

　

林
野
庁 

関
東
森

林
管
理
局
で
は
、

国
有
林
に
関
心
の

あ
る
人
を
対
象
に

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

満
20
歳
以
上
で
、
国
有

林
に
関
心
の
あ
る
人
（
過
去
に
モ
ニ

タ
ー
を
経
験
し
た
人
は
除
き
ま
す
）

活
動
内
容　

国
有
林
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
、
管
理
経
営

に
対
す
る
意
見
や
提
言 

な
ど

委
嘱
期
間　

４
月
か
ら
平
成
28
年
３

月
ま
で

募
集
人
数　

70
名

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
、
職
業
、
応
募
の
理
由
を

記
入
の
う
え
、
応
募
く
だ
さ
い
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

平
成
26
・
27
年
度

霞
ヶ
浦
圏
域
河
川
整
備
計

画
へ
の
意
見
を
募
集

現
在
作
成
中

　

霞
ヶ
浦
圏
域
の
県
が
管
理
し
て
い

る
河
川
を
対
象
に
、
洪
水
対
策
に
関

す
る
こ
と
（
治
水
）、
農
業
用
水
な
ど

の
河
川
水
の
利
用
に
関
す
る
こ
と（
利

水
）、
河
川
環
境
の
保
全
に
関
す
る
こ

と
（
環
境
）
な
ど
に
つ
い
て
河
川
整

備
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
計
画
の
原
案
を

公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
意
見

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
縦
覧
期
間
中
に
茨
城
県 

河
川
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

p
re

f.ib
a

ra
k

i.jp
/b

u
k

y
o

k
u

/

doboku/0
1

class/class0
6

/

）
で

も
原
案
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

２
月
14
日
（
金
）
～
28

日
（
金
）（
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
）

縦
覧
場
所　

市
役
所 

道
路
建
設
課
、

土
浦
土
木
事
務
所 

河
川
整
備
課

問
い
合
わ
せ

・
市
役
所 

道
路
建
設
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

・
土
浦
土
木
事
務
所 

河
川
整
備
課

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
４
３
４
５

的
に
発
信
（
週
２
、３
回
程
度
）

・
会
議
な
ど
へ
の
出
席

任
期　

４
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま

で
の
１
年
間

募
集
人
数　

４
名

謝
礼　

年
間
６
万
円

応
募
方
法　

各
県
民
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
備
え
て
あ

る
応
募
用
紙
に
所
定
事
項
を
記
入
の

う
え
、「
応
募
理
由
」
と
「
地
域
の

話
題
」
を
そ
れ
ぞ
れ
４
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
た
も
の
を
添
付
し
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.p

ref.ibaraki.jp

）
か
ら
様

式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
電
子
メ
ー

ル
で
の
送
信
も
可
能
で
す
。

応
募
締
切　

２
月
21
日
（
金
）
当
日

消
印
・
送
信
有
効

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

県
広
報
広
聴
課 

県
民
広
報
グ
ル
ー
プ

〒
３
１
０
─８
５
５
５

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
─６

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
１
２
８

ＦＡＸ
０
２
９
・
３
０
１
・
２
１
６
８

　

 koho3@
pref.ibaraki.lg.jp

※
関
東
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.rinya.m
aff.

go.jp/kanto/policy/business.

m
onitor24.htm

l

）
か
ら
も
応
募
で

き
ま
す
。

応
募
締
切　

２
月
14
日
（
金
）
必
着

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

関
東
森
林
管
理
局 

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
係

〒
３
７
１
─８
５
０
８

群
馬
県
前
橋
市
岩
神
町
４
─16
─25

☎
０
２
７
・
２
１
０
・
１
１
５
０
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農
作
業
中
の
事
故
に

　
　
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

春
の
農
繁
期
に
向
け
、
農
作
業
中

の
事
故
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

  石岡・八郷学校給食センター

給食物資納入希望者へ

◇届出資格　原則として市内の業者（個人または法人）
◇給食物資
１．鶏肉類（鶏肉・鶏卵）
２．豚肉類（豚肉・ハム・ウインナー）
３．豆腐類（豆腐・油揚げ・こんにゃく類）
４．野菜類（生野菜・いも類・果実類）
５．乾物類（小麦粉・スパゲティ・マーガリン
　　　　　　ジャムなど）
６．調味料類（油・砂糖・醤油・味噌・塩・ソース）
７．冷凍食品（冷凍食品・冷凍野菜）
８．その他（デザート類・生クリーム・納豆など）
※鶏卵は、石岡給食センターのみでの受け入れになり
ますので注意ください。
◇提出書類
１．給食センターの給食物資納入指名参加願
２．市税完納証明書等
※納税義務のある法人代表者も市税を完納しているこ
とが要件となります。窓口申請の際は、給食物資指名
参加願に使用する旨を伝えてください。
３．食品衛生監視票の写し（保健所発行のもの）
※食品衛生監視票は事前に保健所に依頼ください。
◇提出先　石岡学校給食センター（正上内 16-16）
　または　八郷学校給食センター（須釜 1300-1）
◆問い合わせ
　石岡学校給食センター　☎ 22-6286
　八郷学校給食センター　☎ 36-5252

◇受付期間　２月３日（月）～ 14 日（金）

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
！

日
時　

３
月
１
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
～
５
時

※
受
け
付
け
は
、
午
後
１
時
30
分
～

場
所　

石
岡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
　
　
　
（
石
岡
市
国
府
１
─６
─33
）

※
当
日
は
、
現
地
集
合
で
す
。

募
集
人
数　

男
女
各
20
名
程
度
（
お

お
む
ね
男
性
45
歳
、
女
性
40
歳
ま
で

の
独
身
者
）

※
男
性
は
、
石
岡
市
・
か
す
み
が
う

ら
市
・
小
美
玉
市
の
い
ず
れ
か
に
住

ん
で
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

参
加
費　

当
日
集
金
し
ま
す
。　

・
男
性　

４
０
０
０
円

・
女
性　

２
０
０
０
円

申
込
方
法　

　

直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ハ
ガ
キ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
、
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

住
所
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。

申
込
期
限　

２
月
20
日
（
木
）
必
着

主
催　

石
岡
地
方
結
婚
相
談
所
運
営

協
議
会

共
催　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

♥
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
１
５
─０
０
２
７

石
岡
市
杉
並
二
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所 

生
活
環
境
課

☎
３
６
・
１
１
２
０

ＦＡＸ
２
３
・
２
２
２
５

　

seikan
@

city.ish
ioka.lg.jp

３/１

２
０
１
４ 

日
中
親
善
新
春
交
流
会

　

石
岡
市
日
中
友
好
協
会
で
は
、
石

岡
地
域
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
中
国

の
人
た
ち
と
の
日
中
友
好
親
善
新
春

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
22
日
（
土
）

　
　
　

午
前
11
時
～

場
所　

貝
地
町
公
民
館

　
　
　
　
　
（
貝
地
２
─６
─14
）

参
加
費　

日
本
人　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

中
国
人　

５
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切　

２
月
10
日
（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
石
岡
市

日
中
友
好
協
会
事
務
局（
担
当
：
櫻
田
）

☎
０
８
０
・
６
５
３
８
・
１
７
３
６

資
源
ご
み
回
収
に

　
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

子
ど
も
会
な
ど
の
団
体

　

子
ど
も
会
な
ど
の
団
体
が
、
廃

品
回
収
を
年
２
回
以
上
実
施
し
た

場
合
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
時
期

は
、
９
月
と
２
月
の
年
２
回
で
す
。

　

平
成
25
年
４
月
以
降
に
実
施
し

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
２
月
中
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
、

事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

補
助
金
額　

回
収
重
量
１
㎏
あ
た
り

食
用
廃
油
の
回
収

　

八
郷
地
区
を
対
象
に
、
食
用
廃

油
の
回
収
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
連
絡
く
だ

２
月
27
・
28
日

そ

の

他

応
募
資
格 

・
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

・
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込

み
含
む
）
は
、
28
歳
未
満

※
い
ず
れ
も
平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
で
す
。

応
募
期
間　

２
月
１
日
（
土
）
～
４

月
25
日
（
金
）

試
験
日　

・
５
月
10
日
（
土
）
筆
記
試
験

※
筆
記
式
操
縦
適
正
検
査
が
翌
日
に

あ
り
ま
す
。（
飛
行
要
員
の
み
）

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.m

od.go.jp/pco/ibaraki/

）
で

志
願
書
類
を
請
求
す
る
か
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

・
自
衛
隊 

茨
城
地
方
協
力
本
部 

土

浦
地
域
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
６
９
８
６

・
市
役
所 

総
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

平
成
26
年
度

使
用
済
み
の
農
業
用
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回
収

　

使
用
済
み
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。
回
収
に

は
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

そ
の
重
さ
に
応
じ
た
負
担
金
が
か
か

り
ま
す
。
持
ち
込
み
前
に
洗
浄
と
土

砂
の
振
り
落
と
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
期
日　

２
月
13
日
（
木
）・
14

日
（
金
）・
17
日
（
月
）・
18
日
（
火
）

石
岡
地
区

※
事
前
予
約
は
２
月
12
日（
水
）ま
で
。

場
所　

Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
野
三
村
育
苗
セ

ン
タ
ー
（
三
村
６
２
９
８
─３
）

負
担
額

・
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

17
・
１
円
／
㎏

・
農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台　
　

１
０
０
０
円

普
通
ト
ラ
ッ
ク
１
台　

２
０
０
０
円

・
年
会
費　

一
律
１
０
０
０
円

予
約
・
問
い
合
わ
せ
　

・
Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
野 

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

☎
５
６
・５
８
０
２

・
市
役
所 

農
政
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
５
４
）

介
護
技
術
講
習
会
を
開
催

２
月
19
日

日
時　

２
月
19
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所
　
大
雅
荘 

ひ
ま
わ
り
館

　
　
　
　
（
三
村
２
５
９
５
─２
）

内
容　

石
岡
市
に
お
け
る
介
護
保
険

の
現
状
、
介
護
教
室
（
介
護
方
法
の

基
礎
知
識
～
目
指
そ
う
！
「
快
便
生

活
」
～
）

受
講
料　

無
料
（
昼
食
あ
り
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切
　
２
月
12
日
（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

障
害
者
支
援
施
設 

大
雅
荘

☎
２
４
・
０
７
３
１

４
円

申
請
方
法
　
次
の
す
べ
て
の
も
の
を

用
意
し
、
申
請
く
だ
さ
い
。

・
取
引
業
者
伝
票
（
コ
ピ
ー
不
可
）

・
団
体
の
代
表
者
印

・
団
体
の
金
融
機
関
口
座
番
号

登
録
・
申
請
・
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
３
６
・
１
１
２
０

　

主
な
要
因
と
し
て
、「
慣
れ
・
油

断
に
よ
る
事
故
」「
体
調
・
気
分
に

よ
る
事
故
」「
う
っ
か
り
ミ
ス
に
よ

る
事
故
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

日
々
の
作
業
で
常
に
「
安
全
」
を

意
識
し
、
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
農
政
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
５
１
）

さ
い
。
職
員
が
自
宅
に
伺
い
ま
す
。

日
程

・
２
月
27
日
（
木
）

　

柿
岡
・
小
幡
・
葦
穂
・
恋
瀬
地
区

・
２
月
28
日
（
金
）

　

瓦
会
・
園
部
・
林
・
小
桜
地
区

※
各
地
区
の
回
収
日
前
日
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

八
郷
総
合
支
所 

総
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
７
）
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結
　
果

石岡海洋センター☎23-5191　　柏原野球公園管理事務所☎23-8158　　朝日スポーツ交流施設☎43-6884

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

県
議
杯
大
会

12
月
19
日

八
郷
総
合
運
動
公
園
Ｔ
Ｂ
Ｇ
コ
ー
ス

＊
Ｇ
シ
ニ
ア
男
子
の
部

優　

勝　

松
浦　

秀
雄

準
優
勝　

久
保
田　

芳
男

第
３
位　

鈴
木　

昌
平

＊
シ
ニ
ア
男
子
の
部

優　

勝　

本
多　

幸
雄

準
優
勝　

永
瀬　

操

第
３
位　

菅
原　

治

＊
女
子
の
部

優　

勝　

長
瀬　

輝
子

準
優
勝　

千
葉　

初
子

第
３
位　

道
川　

美
代
子

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

優　

勝　

Ｇ
Ａ
─Ｓ
Ａ

準
優
勝　

府
中
エ
ン
ジ
ェ
ル

第
３
位　

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

第
３
位　

岩
瀬
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

近
隣
親
善

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

12
月
15
日

11
月
４
日　

県
南
レ
デ
ィ
ス
大
会

コ
ー
ト
優
勝　

石
岡
チ
ー
ム

11
月
11
日　

三
市
交
流
大
会

優　

勝　

栄
松
チ
ー
ム

準
優
勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

11
月
16
日　

月
例
大
会

優　

勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

準
優
勝　

栄
松
チ
ー
ム

第
３
位　

ラ
ン
ド
ム
Ａ
チ
ー
ム

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
11
月
の
結
果

12 月の差押状況

預金・貯金 20 件
給 料 4 件
不 動 産 3 件
生 命 保 険 2 件

合 計 29 件
本 年 度
累 計 403 件

夜
間
納
税
相
談
・
納
付
受
付

毎
週
水
曜
日

午
後
５
時
15
分
～
７
時

休
日
納
税
相
談
・
納
付
受
付

毎
週
土
曜
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

八
郷
総
合
支
所 

収
納
対
策
課
の
み

■
問
い
合
わ
せ

収
納
対
策
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
１
２
）

収
納
対
策
課
か
ら

　

２
月
23
日
（
日
）
に
、
第
７
回
石

岡
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま

す
。

　

会
場
の
旧
八
郷
南
中
学
校
周
辺
か

ら
、
県
畜
産
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
区
間

が
交
通
規
制
と
な
り
ま
す
。

　

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
理
解

の
う
え
協
力
願
い
ま
す
。

◆
交
通
規
制
日
時

　

２
月
23
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午
ま
で

◆
交
通
規
制
区
間　

旧
八
郷
南
中
学

校
周
辺
か
ら
県
畜
産
セ
ン
タ
ー
付
近

◆
参
加
予
定
人
数　

２
０
０
０
人

■
問
い
合
わ
せ

石
岡
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員

会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

☎
２
６
・
７
２
１
０

ス
ポ
ー
ツ
情
報

石岡運動公園
☎ 26-7210

八郷総合
運動公園

☎ 43-6884

交通規制（通行止め）区間
至笠間市

至 朝日トンネル

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

県畜産
センター

常
陸

風
土
記
の
丘

至柿岡

至土浦市

下青柳

半田

八郷南
中学校

片野
根小屋

須釜

恋　

瀬　

川

小桜
小学校

県道石岡・つくば線

県
道
土
浦
・
笠
間
線

川　
又　
川

小桜
郵便局

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

２月 23日（日）第７回石岡つくばねマラソン開催

 交通規制に協力ください

広報いしおか２月１日号  №２００　１８

健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

ＦＡＸ
２
４
・
４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

ＦＡＸ
４
４
・
１
４
９
２

★

★★

今
月
の
献
血

●
２
月
３
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

　

午
後
１
時
～
４
時　

　

ピ
ア
シ
テ
ィ
石
岡

●
２
月
４
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

Ｊ
Ａ
や
さ
と

　

午
後
１
時
～
４
時　
　

　

八
郷
総
合
支
所　

★
■
肝
炎
健
康
教
室

　

肝
炎
医
療
連
携
推
進
事
業
と
し
て

講
師
の
先
生
を
招
き
、
健
康
教
室
を

開
催
し
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
３
月
８
日
（
土
）

　
　
　

  

午
後
１
時
30
分
～

【
場
所
】
石
岡
市
医
師
会
病
院 

２
階

会
議
室

 

講
座
・
教
室

　

原
因
不
明
の
数
々
の
症
状
に
苦
し

み
な
が
ら
も
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
の

病
気
の
理
解
が
な
い
た
め
、
生
活
に

困
難
を
感
じ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
一
例
で
、
脳
脊
髄
液

減
少
症
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
や
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
、
転

倒
な
ど
、
体
へ
の
衝
撃
に
よ
っ
て
脳

脊
髄
液
が
漏
れ
続
け
、
減
少
す
る
こ

と
で
頭
痛
、
首
や
背
中
の
痛
み
、
腰

痛
、
め
ま
い
、
吐
き
気
、
視
力
低
下
、

耳
鳴
り
、
思
考
力
低
下
、
う
つ
症
状
、

動
悸
、息
苦
し
さ
、腹
痛
な
ど
の
様
々

石
岡
地
区

【
日
時
】
２
月
12
日
（
水
）

　
　
　

  

午
後
１
時
～
１
時
20
分

【
場
所
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
フ
ッ
化
物
塗
布
希
望
の
未

就
学
児
（
定
員
15
人
）

【
内
容
】
歯
科
診
察
・
歯
磨
き
指
導
・

フ
ッ
化
物
塗
布

【
申
込
方
法
】
実
施
日
の
前
日
ま
で

に
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
窓
口
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き
教
室

な
症
状
が
複
合
的
、
慢
性
的
に
発
現

す
る
病
気
で
す
。

　

現
時
点
で
は
、
診
断
・
治
療
法
が

確
立
さ
れ
ず
、
専
門
家
に
よ
り
医
学

的
な
解
明
が
進
め
ら
れ
て
い
る
段
階

で
あ
る
た
め
、
①
学
校
で
は
「
不
登

校
」、
会
社
で
は
「
欠
勤
」
と
判
断

さ
れ
る
な
ど
、
見
た
目
に
は
ど
こ
も

悪
く
な
さ
そ
う
な
の
で「
気
の
せ
い
」

と
か
「
な
ま
け
病
」
な
ど
と
言
わ
れ

る
②
頭
痛
や
め
ま
い
で
朝
起
き
ら
れ

な
い
た
め
心
因
的
な
も
の
と
誤
解
さ

れ
や
す
い
③
他
の
診
断
名
を
付
け
ら

れ
適
切
な
ケ
ア
が
さ
れ
な
い
な
ど
と

い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
症
状
の
特
徴

を
理
解
し
た
上
で
、
ま
ず
は
医
療
機

関
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
療
が
可
能

な
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
い
ば
ら
き
医
療
機
関

情
報
ネ
ッ
ト
」
の
中
に
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
石
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
も
可
能
で
す
。

◎
難
病
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
健

康
・
医
療
の
難
病
対
策
∨
難
病
情
報

セ
ン
タ
ー
∨
１
３
０
疾
患
の
難
病
説

明
や
、
各
種
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
概
要

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

難
病　

脳の
う
せ
き
ず
い
え
き

脊
髄
液
減
少
症
に
つ
い
て

す
み
つ
か
れ

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
82
㎉
、
塩
分
０
・
２
ｇ
）

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
レ
シ
ピ
紹
介

材
料
（
８
人
分
） 

大
豆 

½
カ
ッ
プ
・
大
根 

１
本

（
７
０
０
～
８
０
０
ｇ
）・
ニ
ン
ジ
ン

¼
本
・
油
揚
げ 

１
枚
・
Ａ
｛
酢 

大

さ
じ
２
・
砂
糖 

大
さ
じ
１
・
し
ょ

う
ゆ 

小
さ
じ
½
・
塩 

少
々
｝・
か
つ

お
節 

５
ｇ
・
ギ
ン
ナ
ン 

10
個
・
ユ

ズ
の
皮 

適
量

①
大
豆
は
香
ば
し
く
炒
り
、
皮
は
取

り
除
く
。
②
大
根
は
厚
め
に
皮
を
む

き
、
鬼
お
ろ
し
で
粗
め
に
す
り
お
ろ

し
、
塩
少
々
（
分
量
外
）
を
振
り
、

10
分
ぐ
ら
い
お
い
て
し
ぼ
る
。
ニ
ン

ジ
ン
も
同
様
に
し
て
す
り
お
ろ
し
、

大
根
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
③
油
揚
げ

は
焼
い
て
細
切
り
に
す
る
。

④
Ａ
の
調
味
料
と
す
べ
て
の
材
料
を

混
ぜ
合
わ
せ
る
。

☆
す
み
つ
か
れ
は
「
す
む
つ
か
り
」

や
「
す
む
じ
か
え
り
」
と
も
呼
ば
れ
、

節
分
の
豆
を
利
用
し
て
作
り
、
初
午

の
日
に
お
赤
飯
と
共
に
神
様
に
お
供

え
す
る
も
の
で
す
。
わ
ら
つ
と
に
入

れ
て
母
屋
の
屋
根
に
置
き
ま
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
呼
び
方
や
中
身
な

ど
が
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
行
事
食

と
し
て
昔
か
ら
今
に
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。

★
幸
せ
は
食
事
か
ら
★

【
講
師
】
茨
城
県
厚
生
農
業
協
同
組

合
連
合
会　

総
合
病
院　

土
浦
協
同

病
院
消
化
器
内
科
部
長　

酒
井
義
法

先
生

【
演
題
】「
Ｃ
型
肝
炎
は
治
る
時
代
に

な
り
ま
す
」

【
申
込
方
法
】
２
月
21
日
（
金
）
ま

で
に
、
一
般
社
団
法
人
石
岡
市
医
師

会
事
務
局
（
☎
２
３
・
９
８
８
６
）

へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
６
時
の

受
け
付
け
）
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図
書
館
つ
う
し
ん

■
問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
２
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
１
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

《
２
月
の
お
は
な
し
会
》

・
15
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

中
央
公
民
館

《
２
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
８
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校

中
学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
お
よ

そ
30
分
で
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、

お
出
で
く
だ
さ
い
。

【休　館　日】

３月
３・10
17・24
27・31

２月
 3 ～５
10・17
24・27 

　

今
年
も「
人
形
劇
団
木
偶（
で
く
）」

に
よ
る
、
本
格
的
で
楽
し
い
人
形
劇

を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
３
月
２
日
（
日
）

　
　
　

  

午
後
２
時
～
３
時

【
会
場
】
中
央
図
書
館 

３
階
読
書
室

【
内
容
】
が
ん
ば
れ

カ
メ
く
ん
・
ゆ
か
い

な
ピ
エ
ロ
・
と
う
か

く
さ
ん
と
オ
オ
カ
ミ

【
対
象
】　

幼
児
・
児
童

■
人
形
劇
　
～
参
加
無
料
～

■
図
書
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　

中
央
図
書
館
で
は
、
図
書
の
有
効

活
用
の
一
環
と
し
て
、
除
籍
し
た
図

書
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
無
料
で
配
布

す
る
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。

【
日
時
】
３
月
８
日
（
土
）　

　
　
　

  

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
図
書
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

【
場
所
】
中
央
図
書
館 

３
階
読
書
室

【
対
象
】
市
内
在
住
の
人

※
入
場
の
際
、
住
所
の
確
認
で
き
る

も
の
（
保
険
証
・
運
転
免
許
証
・
学

生
証
・
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
な
ど
）

を
提
示
く
だ
さ
い
。

※
「
持
ち
帰
り
用
の
袋
」
を
各
自
持

参
く
だ
さ
い
。

■
お
は
な
し
の
世
界
へ

　
　
　
　
　
よ
う
こ
そ
！

　

中
央
図
書
館
・
中
央
公
民
館
で
は
、

幼
児
・
児
童
を
対
象
と
し
た
お
は
な

し
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
図

書
館
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」「
紙
芝
居
」

「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」
な
ど
楽
し
い

お
は
な
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

▲おはなし会の様子。楽しいお話が盛りだくさんです。

【
場
所
】
国
府
地
区
公
民
館

【
内
容
】
公
民
館
同
好
会
と
公
民
館

講
座
受
講
生
の
作
品
展
示
・
実
技
発
表

　

　
　

◉
作
品
展
示

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◉
実
技
発
表

・
ヘ
ル
ス
体
操
す
ず
ら
ん　
　
　
　

　
　
　
　

…
午
前
10
時
～
10
時
30
分

・
カ
ン
タ
ー
レ
ひ
ば
り
（
オ
カ
リ
ナ
）  

　
　
　
　

…
午
前
10
時
30
分
～
11
時

・
八
洲
会
（
詩
舞
）

　
　
　
　

…
午
前
11
時
～
11
時
30
分

・
チ
ト
セ
会
（
カ
ラ
オ
ケ
）

　
　
　
　

…
午
前
11
時
30
分
～
正
午

・
練
功
十
八
法
同
好
会
（
体
操
）

　
　
　
　

…
午
後
１
時
30
分
～
２
時

・
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

　
　
　
　

…
午
後
２
時
～
２
時
30
分

・
あ
ん
ず
の
会
（
舞
踊
）

　
　
　
　

…
午
後
２
時
30
分
～
３
時

◉
実
技
体
験
（
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◎
作
品
展
示

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

◎
実
技
発
表

・
Ｓ
Ｈ
Ｏ
─Ｈ
Ｅ
Ｙ
ク
ラ
ス
（
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
）   

…
午
前
10
時
～
10
時
30
分

・
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ル
（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ベ
ル
）　  

…
午
前
10
時
30
分
～
11
時

・
童
謡
講
座
生
有
志

　
　
　
　

…
午
前
11
時
～
11
時
30
分

・
ハ
ー
モ
ニ
カ
同
好
会

　
　
　
　

…
午
前
11
時
30
分
～
正
午

・
清
藤
会
（
舞
踊
）

　
　
　
　

…
午
後
１
時
～
１
時
30
分

・
石
岡
混
声
合
唱
団

　
　
　
　

…
午
後
１
時
30
分
～
２
時

・
大
正
琴
同
好
会

　
　
　
　

…
午
後
２
時
～
２
時
30
分

・
さ
く
ら
ん
ぼ
Ｇ
（
舞
踊
）　　
　

　
　
　
　

…
午
後
２
時
30
分
～
３
時

◎
実
技
体
験
（
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

国
府
地
区

　
公
民
館
ま
つ
り

期日　２月15 日（土）・16 日（日）
問い合わせ　国府地区公民館　
　　　　　　☎ 22-2940

２
月
15
日
（
土
）

２
月
16
日
（
日
）

広報いしおか２月１日号  №２００　２０

時
憶記
の

生涯学習課
シリーズ 98

☎43-1111
（内線1233）

掩
体
壕
と
空
襲

　

前
回
、
石
岡
海
軍
航
空
隊
基
地
に

は
飛
行
機
を
隠
す
た
め
の
掩え

ん
た
い
ご
う

体
壕
が

30
基
以
上
建
設
さ
れ
て
い
た
と
紹
介

し
ま
し
た
。
で
は
、
各
掩
体
壕
に
は

実
際
に
飛
行
機
が
格
納
さ
れ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

茨
城
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
建

設
に
伴
い
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た

小
美
玉
市
百
里
原
海
軍
航
空
隊
基
地

の
掩
体
壕
で
は
、
米
軍
の
機
銃
弾
が

集
中
し
て
出
土
し
た
掩
体
壕
と
そ
う

で
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
飛
行
機
が
格
納
さ
れ
て
い
た
掩

体
壕
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ

り
、
米
軍
は
事
前
に
そ
れ
を
把
握
し

て
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
攻
撃
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

石
岡
の
掩
体
壕
が
発
掘
調
査
さ
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
「
米
軍
戦

略
爆
撃
団
調
査
報
告
」
に
は
、
昭
和

20
年
８
月
13
日
、
偵
察
機
で
基
地
を

撮
影
し
、
掩
体
壕
の
な
か
に
格
納
さ

れ
た
飛
行
機
を
発
見
し
た
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
結
果
を
も
と
に
８
月
15
日

早
朝
攻
撃
に
至
り
「
８
発
の
ロ
ケ
ッ

ト
弾
を
発
射
し
た
」
こ
と
が
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
百
里
原
と
同

じ
よ
う
に
、
事
前
の
偵
察
情
報
を
も

と
に
攻
撃
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
当
時
の
航
空
隊
に
は
す

べ
て
の
掩
体
壕
に
飛
行
機
を
格
納
す

る
だ
け
の
力
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
も
推
測
で
き
ま
す
。

　
「
米
軍
戦
略
爆
撃
団
調
査
報
告
」

は
ミ
ニ
企
画
展
に
て
展
示
中
で
す
。

ミ
ニ
企
画
展

「
石
岡
市
の
戦
争
遺
跡
」
開
催
中

場
所　

八
郷
総
合
支
所　

　
　
　

１
階
市
民
ラ
ウ
ン
ジ

日
時　

２
月
23
日
ま
で

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

石
岡
市
の
戦
争
遺
跡
②

いしおか雛巡りルネッ散歩

情報センター
　　　ニュース

開館時間 午前 10 時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）を利用ください。

日
時　

２
月
15
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　

３
月
３
日
（
月
）

※
お
雛ひ

な

様
の
飾
り
つ
け
、
雛
巡
り
の
お

客
さ
ま
の
案
内
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
中
で
す
！

石
岡
の
歴
史
巡
り

常
府
石
岡
ゆ
か
り
の
人
物
の

足
跡
を
訪
ね
る

期
日　

２
月
16
日
（
日
）・
３
月
１

　
　
　

日
（
土
）

集
合　

午
前
10
時

出
発　

午
前
10
時
15
分

　

日や
ま
と
た
け
る

本
武
尊
（
總
社
宮
）
建
た
け
こ
ろ
の
み
こ
と

許
呂
命

（
舟
塚
山
古
墳
）藤
原
宇う

ま
あ
い合（

国
府
跡
）

平
将
門
（
国
府
跡
）
平
景か

げ
き
よ清
（
平
福

寺
・
景
清
塚
）
常ひ

た
ち
だ
い
じ
ょ
う

陸
大
掾
（
石
岡
城
・

府
中
城
）
都ど

ど
い
つ
ぼ
う
せ
ん
か

々
一
房
扇
歌
（
国
分
寺
）

藤
田
小
四
郎
（
鈴
宮
稲
荷
神
社
）
正

岡
子
規
（
萬
跡
）
手
塚
治
虫
（
清
凉

寺
）
そ
の
他
を
巡
り
ま
す
。

折
り
紙
教
室　

22
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ

ズ
）   

対
象 

未
就
園
児
（
０
～
４
歳
）

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
15
分
～

ち
り
め
ん
小
物　

第
１
・
３
土
曜
日 

　
　
　
　
　
　
　

 

午
後
１
時
～

２月のコミュニティ
ま
ち
を
歩
い
て
、
出
会
っ
て
、
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
て
、
元
気
に
な
る
。

日
時  

第
３
土
曜
日  

午
前
11
時
～

午
後
３
時

場
所  

香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り
の

参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン

タ
ー

　

中
心
街
の
店
先
を
借
り
て
、
趣
味

の
手
作
り
品
、
園
芸
品
な
ど
を
展
示

販
売
。
新
鮮
野
菜
も
並
び
ま
す
。
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
歓
迎
！

※
参
加
者
募
集
中
。

まちかど音楽祭
雛
巡
り
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

３
月
１
日
（
土
）
午
後
２
時
～

場
所　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

今月のサンド市は 15 日

まちかど

　

い
し
お
か
雛
巡
り
の
た
め
、
場
所
な

ど
が
変
わ
り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▲いしおかイベント広場から出土した戦時
　中の食器も展示しています

歴
史
絵
巻
情
景
飾
り

　
情
報
セ
ン
タ
ー
特
設
ス
テ
ー
ジ

２１　広報いしおか２月１日号  №２００

▲昨年の展示の様子



か
が
や
き

の　
未来を拓

ひ ひ

く　
男 ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

支
え
て
く
れ
る
周
り
の
皆
さ
ん
に
感
謝

　

離
婚
・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
・
家
庭

の
悩
み
、
女
性
の
抱
え
る
様
々
な
問
題

を
、
専
門
の
相
談
員
が
支
援
し
ま
す
。

【
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
】

日
時　

２
月
12
日
（
水
）・
19
日
（
水
）・

27
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

石
岡
市
役
所

■
相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当 

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社
会
を
支

え
る
た
め
に
は
、
男
性
も
女
性
も
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
社
会
を

実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
「
女
性
従
業
員
の
能
力
発

揮
」
と
「
仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両

立
支
援
」
の
た
め
の
取
り
組
み
を
２

大
テ
ー
マ
に
位
置
づ
け
て
い
る
株
式

会
社
カ
ス
ミ
で
働
く
浅
野
知
子
さ
ん

に
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。
浅
野

さ
ん
は
現
在
、
つ
く
ば
市
に
あ
る
本

社
で
人
材
育
成
部
に
所
属
。
同
社
で

働
く
夫
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
５

歳
と
２
歳
の
子
育
て
と
仕
事
を
両
立

し
て
い
ま
す
。

―
―
浅
野
さ
ん
の
一
日
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

浅
野
さ
ん　

朝
は
石
岡
市
内
の
保
育

園
に
子
ど
も
た
ち
を
預
け
、
職
場
に

株
式
会
社
カ
ス
ミ　

浅
野　

知
子
さ
ん

▲仕事へのやりがいは周りの支えが
あるから生まれますと語る浅野知子
さん。

向
か
い
ま
す
。
現
在
、
育
児
短
時
間

勤
務
制
度
を
利
用
し
て
い
る
の
で
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
勤

務
に
な
り
ま
す
。仕
事
が
終
わ
る
と
、

保
育
園
に
お
迎
え
で
す
。上
司
が「
今

し
か
子
育
て
は
で
き
な
い
か
ら
」と
、

早
く
帰
る
よ
う
促
し
て
く
れ
る
ん
で

す
。
私
も
時
間
内
に
仕
事
を
こ
な
す

よ
う
に
は
し
て
い
ま
す
が
、
職
場
環

境
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
―
ご
主
人
と
の
家
事
・
育
児
分
担

は
ど
う
で
す
か
。

浅
野
さ
ん　

普
段
は
食
事
の
準
備
や

子
ど
も
の
こ
と
は
私
が
や
り
ま
す

が
、私
が
仕
事
で
夫
が
休
み
の
時
は
、

家
事
・
育
児
全
般
は
夫
に
任
せ
て
い

ま
す
。
夫
は
、
私
が
一
人
目
の
子
ど

も
の
育
児
休
業
を
終
え
て
職
場
復
帰

を
し
た
時
、
２
週
間
育
児
休
業
を
取

得
し
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
と
一

緒
に
い
ら
れ
た
時
間
は
、
貴
重
な
体

験
に
な
っ
た
よ
う
で
、
さ
ら
に
協
力

し
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

―
―
正
社
員
や
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
を
合
わ
せ
る
と
約
８
割
が
女
性
の

よ
う
で
す
が
、
女
性
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
制
度
は
あ
り
ま
す
か
。

浅
野
さ
ん　

主
に
女
性
に
対
し
て
の

制
度
で
す
が
、
キ
ャ
リ
ア
ラ
イ
セ
ン

ス
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
配

偶
者
の
転
勤
や
介
護
な
ど
で
や
む
を

得
ず
辞
め
る
場
合
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
職
場
に
復
帰
で
き
る
制
度
で

す
。
実
際
に
職
場
に
復
帰
し
た
女
性

が
い
ま
す
。

―
―
経
験
の
あ
る
人
材
を
大
切
に
し

た
い
と
い
う
社
の
方
針
は
す
ば
ら
し

い
で
す
ね
。
最
後
に
浅
野
さ
ん
の
仕

事
の
原
動
力
は
何
で
し
ょ
う
。

浅
野
さ
ん　

仕
事
に
行
く
時
、
上
の

子
が
「
お
仕
事
頑
張
っ
て
ね
」
と

言
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
や
り
が

い
が
子
ど
も
に
も
伝
わ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
も
会
社
の
皆
さ
ん
や
家

族
、
保
育
園
の
先
生
た
ち
の
支
え
が

あ
る
か
ら
こ
そ
。
早
く
支
え
る
立
場

に
な
っ
て
恩
返
し
が
し
た
い
で
す
。

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

電
気
暖
房
器
具
の
電
源
コ
ー
ド
、

 

テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
の
取
り
扱
い
に
注
意

　
　
　
　

～
火
花
が
出
る
場
合
も
～

　

電
気
暖
房
器
具
を
使
用
中
、
電
源

コ
ー
ド
や
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
が
発
熱
、

火
花
が
出
る
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
、

毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
消
費
電
力

の
大
き
い
電
気
暖
房
器
具
に
付
属
す

る
電
源
コ
ー
ド
、
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ

の
取
り
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

約
４
年
前
に
購
入
し
た
セ

ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
30
分

ほ
ど
使
用
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
パ
チ

パ
チ
と
言
う
音
が
し
た
。
見
る
と
本

体
背
面
の
電
源
コ
ー
ド
付
け
根
か
ら

火
花
が
出
て
、絨
毯
が
焦
げ
て
い
た
。

電
源
コ
ー
ド
が
繰
り
返
し
屈
曲

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
内

部
の
芯
線
が
半
断
線
状
態
と
な
り
、

コ
ー
ド
が
異
常
発
熱
・
溶
け
た
結
果
、

芯
線
が
シ
ョ
ー
ト
し
火
花
を
生
じ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

電
源
コ
ー
ド
は
、
繰
り
返
し
屈

曲
さ
せ
な
い
、
無
理
に
引
っ
張

ら
な
い
、
家
具
の
脚
で
踏
ん
だ
状
態
で

使
用
し
な
い
な
ど
、
内
部
の
芯
線
が
断

絶
す
る
よ
う
な
取
り
扱
い
は
し
な
い
。

　
　
　
　

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
電
源

コ
ー
ド
を
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
に
接
続

し
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、

約
10
分
後
に
焦
げ
た
臭
い
が
し
た
。

見
る
と
、
電
源
コ
ー
ド
の
プ
ラ
グ
と

テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
の
差
し
込
み
口
が

溶
け
、
付
近
に
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
パ
ー

の
袖
の
部
分
が
変
色
し
て
い
た
。

プ
ラ
グ
の
歯
を
斜
め
か
ら
抜

き
差
し
す
る
の
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
の
差
し

込
み
口
内
部
の
刃
受
け
金
具
の
プ
ラ

グ
の
刃
を
挟
む
力
が
低
下
。
接
触
不

良
に
な
り
異
常
発
熱
し
樹
脂
が
溶
け

た
と
考
え
ら
れ
る
。

コ
ー
ド
を
引
っ
張
ら
ず
に
、

必
ず
プ
ラ
グ
を
持
っ
て
差
し

込
み
口
に
対
し
プ
ラ
グ
を
真
っ
直
ぐ

に
抜
き
差
し
す
る
。

問
い
合
わ
せ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
・
２
９
５
０

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４

時
30
分

身
近
な
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
予
防
と
対
策

寒
さ
が
厳
し
い
こ
の
季
節

事
例
１

事
例
２

原因対策

原因対策

広報いしおか２月１日号  №２００　２２

府　

中　

小
川
野　

蛙

落
ち
葉
カ
サ
コ
ソ　

転
が
る
よ
う
に

　

風
と
競
っ
て　

冬
が
来
た

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

冬
を
運
ん
だ　

北
風
小
僧

　

庭
の
木
の
葉
を　

染
め
て
行
く　
　

南　

台　

月
乃
香
倶
耶
姫

形
色い

ろ
つ
や

艶　

良
し
悪
し
定
め

　

誉ほ
ま

れ
献
上
柿
と
な
る　

若　

松　

川
崎　

洋
子

肌
に
北
風　

突
き
刺
す
朝
も

　

急
げ
早
足　

ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　
　

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

天
を
怖
れ
ぬ　

食
品
偽
装

　

老し
に
せ舗

看
板　

泣
い
て
い
る　
　
　
　

     

下　

林　

額
賀　

力
江

不
老
長
寿
の　

地
酒
に
酔
っ
て

　

帰
る
霜
夜
の　

千
鳥
足

川　

又　

関　
　

清
志

変
わ
る
世
の
中　

農
家
も
変
わ
る

　

野
良
の
帰
り
に　

直
売
所

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

妻
の
愛
情　

煮
込
ん
だ
鍋
が

　

寒
い
霜
夜
の　

夫
を
待
つ

抽
選
会
の
波
紋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

應
永
三
十
二
年
（
一
四
二
五
）、
室

町
幕
府
第
五
代
将
軍
を
継つ

い
だ
ば
か

り
の
足
利
義よ
し
か
ず量
が
十
九
歳
で
死
亡
し

た
。
暫
く
は
、
隠
居
し
て
い
た
父
親

の
義
持
が
職
務
を
み
て
お
り
、
数
年

後
の
永
享
元
年
に
後
継
将
軍
を
選
ぶ

抽
選
会
が
行
わ
れ
た
。
候
補
は
僧
に

さ
れ
て
い
た
子
弟
で
あ
る
。
当
選
し

た
の
は
天
台
宗
の
座
主
・
義
円
で

還げ
ん
ぞ
く俗
し
て
第
六
代
将
軍
・
足
利
義よ
し
の
り教

に
な
っ
た
。
こ
の
人
物
は
や
が
て
独

裁
的
に
な
り
部
下
に
殺
害
さ
れ
る
の

だ
が
、
此
の
変
則
的
な
人
事
に
反
発

し
た
の
が
、
鎌
倉
に
居
て
東
国
を
治

め
て
い
た
関
東
管か
ん
れ
い領
の
足
利
持
氏
で

あ
る
。

　

足
利
尊
氏
の
玄
孫
な
の
で
抽
選
で

選
ぶ
ま
で
も
無
く
自
分
が
将
軍
に
！

と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
誰
も
認
め
て

く
れ
ず
、
憤
慨
し
て
出
先
機
関
の
鎌

倉
を
独
立
さ
せ
た
つ
も
り
で
あ
る
。

石
岡
に
居
た
大
だ
い
じ
ょ
う
掾
氏
は
、
京
都
の
将

軍
か
ら
「
御ご
ふ
ち
し
ゅ
う

扶
持
集
」
と
呼
ば
れ
て

お
り
鎌
倉
配
下
な
が
ら
将
軍
に
近

か
っ
た
か
ら
小
栗
氏
、
山
入
氏
（
佐

竹
支
流
）
な
ど
と
共
に
管
領
に
抵
抗

し
て
上
杉
禅
秀
の
乱
に
加
担
し
、
其

れ
が
原
因
で
没
落
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
騒
動
の
発
端
は
小
幡
に
居
た
豪

族
が
足
利
持
氏
に
領
地
を
没
収
さ
れ

東
石
岡　

田
村　

満
佐

普
段
着
と
言
ふ
こ
と
勿
れ
一
千
万
の

値
の
つ
け
ら
れ
し
こ
の
紬
織
り　

    　

     

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

夫
病
み
疎
遠
と
な
り
て
十
年
か
近
隣
の

人
ら
互
み
に
老
い
ぬ泉　

町　

藤
岡
み
つ
子

う
か
び
来
る
母
の
面
影
変
わ
ら
ず
に

き
ょ
う
二
十
四
年
目
の
忌
日
を
む
か
う

国　

府　

大
場　

和
子

飛
び
石
に
歩
幅
の
合
は
ぬ
十
二
月

石　

岡　

前
川　

豊
美

着
ぶ
く
れ
て
中
身
は
薄
く
あ
り
に
け
り

部　

原　

久
保
田
好
子

大
掃
除
世
界
の
汚
染
吸
い
込
ん
で

泉　

町　

石
神　

秋
羅

親
芋
は
斬
り
捨
て
ら
れ
て
衣
被
ぎ

井　

関　

坂
本　

ふ
く

兄
弟
で
昔
を
語
る
雪
の
宿　
　
　
　

文
芸
い
し
お
か

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

た
こ
と
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
大

き
な
事
件
に
は
石
岡
が
深
く
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

通
院
に
日
々
追
は
れ
つ
つ
忘
れ
を
り

小
春
日
と
い
ふ
や
さ
し
き
言
葉　
　
　

石　

岡　

外
川
な
を
み

凛
と
し
て
が
ま
の
口
上
語
り
つ
つ
太
刀

さ
ば
き
を
決
め
老
女
微
笑
む　
　
　
　

短　
　

歌

や
さ
と
俳
句
会柿　

岡　

松
田
と
く
子

五
感
を
も
静
か
に
溶
か
す
柚
子
湯
か
な

山　

崎　

荒
井　

栗
山

恙
な
く
一
門
つ
ど
ふ
年
忘

瓦　

谷　

谷
嶋　

楽
昇

棵
木
と
な
り
て
弧
高
や
大
銀
杏

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

山　

崎　

西
口
は
ま
子

色
づ
け
る
メ
タ
セ
コ
イ
ア
を
窓
辺
に
し

オ
カ
リ
ナ
講
座
に
ペ
チ
カ
吹
き
を
り

片　

野　

小
野
瀬
も
と

鳥
影
も
人
影
も
な
し
友
の
畑
の
木
守
柿

ひ
と
つ
光
の
中
に

柿　

岡　

小
林　

渥
子

冷
え
ま
さ
る
朝
夕
に
し
て
満ど

う
だ
ん

天
星
の

紅
く
れ
な
ゐ

し
か
と
畑
境
引
く　
　

 　

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

山　

崎　

荒
井　

幸
子

イ
カ
ロ
ス
の
翼
の
ご
と
く
消
へ
失
せ
し

ア
イ
ソ
ン
彗
星
見
る
は
叶
は
ず

柴　

内　

飯
嶋
よ
う
子

紅
白
の
司
会
も
決
ま
り
我
な
り
に
こ
た

つ
か
こ
ん
で
除
夜
の
か
ね
ま
で

山　

崎　

鈴
木　

君
江

一
枚
を
残
す
の
み
の
カ
レ
ン
ダ
ー

　

刻
み
し
時
を
思
い
出
と
し
て　

北
府
中　

大
村
み
ち
ゑ

寒
た
ま
ご
割
る
手
ご
た
え
や
笠
間
焼

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
（
俳
句
・

短
歌
・
俚
謡
・
市
民
ず
い
ひ
つ
）
を
募
集

し
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
送
付
先　

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
「
文

芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」
係
ま
で

２３　広報いしおか２月１日号  №２００

　

文
化
協
会
で
は
、
市
の
文
化
の
振

興
・
発
展
の
た
め
に
一
緒
に
活
動
す

る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
文
化
協
会
所
属
団
体

①
石
岡
市
民
謡
舞
踊
連
合
会
②
石
岡

吟
詠
詩
舞
連
合
会
③
八
郷
吟
詠
会
④

石
岡
合
唱
連
盟
⑤
石
岡
三
曲
協
会
⑥

石
岡
市
日
本
舞
踊
研
究
会
⑦
石
岡
囃

子
連
合
保
存
会
⑧
排
禍
ば
や
し
保
存

会
⑨
太
々
神
楽
保
存
会
⑩
石
岡
華
道

同
好
会
⑪
石
岡
茶
道
会
⑫
石
岡
俚
謡

会
⑬
い
し
お
か
俳
句
同
好
会
⑭
や
さ

と
俳
句
会
⑮
文
化
協
会
盆
栽
部
⑯
石

岡
養
菊
愛
好
会
⑰
石
岡
か
る
た
会
⑱

日
本
将
棋
連
盟
石
岡
棋
友
会
支
部
⑲

石
岡
市
囲
碁
同
好
会
⑳
八
郷
囲
碁
連

盟
㉑
石
岡
短
歌
同
好
会
㉒
八
郷
短
歌

会
㉓
い
し
お
か
子
ど
も
劇
場
㉔
石
岡

ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
㉕
石
岡
大
正
琴
愛
好

会
㉖
八
郷
写
真
ク
ラ
ブ
㉗
八
郷
硯
友

会
㉘
や
さ
と
読
書
会
㉙
筑
東
史
談
会

㉚
や
さ
と
巨
樹
の
会
㉛
寿
芸
能
会
㉜

瓦
塚
・
佐
久
の
大
杉
保
存
会
㉜
丸
山

古
墳
保
存
会
㉜
石
岡
盆
栽
菊
友
会

【
問
い
合
わ
せ
】

生
涯
学
習
課　

４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
３
５
）

俳　
　

句

い
し
お
か
俳
句
同
好
会



　わが家のアイドル（小学生未満）           
を募集しています！お子さんの成
長の記念にいかがですか？
　掲載を希望する人は、秘書広聴
課へ連絡ください。市のホーム
ページ（広報いしおか→わが家の
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み用紙をダウンロードできます。

　　　　　　　　　    　国府２
笑うと目がなくなっちゃうの
がチャームポイントです（笑）
笑顔が素敵な男の子になって
ね！

細井 豪
ごう き

気ちゃん（10 か月）

問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

　　　　　　　　　　　柿岡
いよいよ一年生。自分で選ん
だ素敵なランドセルには、夢
と希望がたくさん詰まってい
ます。

小池 輝
ひかる

ちゃん（6歳 )

わが家のアイドル

新
・
市
長
日
記
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１
月
15
日
（
水
）　

　

電
話
か
ら
聞
こ
え
る
石
見
利
勝 

姫
路
市
長
の
声
は
、
20
年
前
と
変
わ

ら
ぬ
お
茶
目
な
関
西
弁
で
し
た
。 

　
「
１
月
半
ば
ま
で
に
来
ら
れ
る
と

良
い
わ
。
姫
路
城
の
大
改
修
が
そ
れ

ま
で
公
開
さ
れ
と
る
か
ら
、
ど
う
ぞ

見
と
く
れ
な
は
れ
」 

　

か
つ
て
石
見
市
長
は
、
筑
波
大
学

で
社
会
工
学
を
教
え
、
そ
の
後
は
京

都
の
立
命
館
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。
平
成
15
年
、
ふ
る
さ
と

姫
路
市
の
市
長
に
就
任
し
今
に
至
っ

て
い
ま
す
。 

　

姫
路
市
は
人
口
54
万
人
の
中
核
都

市
。
世
界
遺
産
の
姫
路
城
を
有
し
軍

師
・
黒
田
官
兵
衛
の
ゆ
か
り
の
地
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
酒
蔵
が
石
岡
と
同
じ
よ
う
に
仰

山
あ
り
、
こ
の
ほ
ど
乾
杯
条
例
が
出

来
た
ん
や
。
姫
路
は
官
兵
衛
の
ま
ち

や
か
ら
、
乾
杯
は
カ
ン
ベ
ー
と
や
る

ん
わ
」
姫
路
市
役
所
の
市
長
室
を
訪

ね
て
、
早
々
に
こ
ん
な
会
話
で
場
を

和
ま
せ
ま
す
。 

　

二
人
の
出
会
い
は
「
い
ば
ら
き
ふ

る
さ
と
塾
」
で
、
私
は
第
３

期
の
塾
生
代
表
、
石
見
市
長

は
専
任
講
師
で
し
た
。
県
知

事
が
塾
長
の
こ
の
塾
は
、
地

域
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

機
関
と
し
て
、
長
く
続
け
ら

れ
ま
し
た
。 

　

今
回
、
石
岡
市
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
、
先

進
事
例
を
あ
た
っ
て
い
る
う

ち
に
、
行
き
着
い
た
の
が
姫

路
市
で
し
た
。
生
涯
現
役
、

行
財
政
改
革
、
観
光
、
史
跡
保
存
な

ど
、
い
ず
れ
も
石
岡
市
が
目
指
す
も

の
を
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
偶
然
に
も
そ
の
市
長
は
、
我
が

師
・
石
見
先
生
で
し
た
。 

　

姫
路
城
大
改
修
の
公
開
最
終
日
の

前
日
、
私
は
見
学
者
の
長
い
列
の
最

後
尾
に
並
び
ま
し
た
。「
２
時
間
待

ち
」と
パ
ネ
ル
に
文
字
が
見
え
ま
す
。 

こ
こ
で
も
石
見
市
長
の
卓
越
し
た
経

営
感
覚
を
感
じ
ま
し
た
。
修
復
現
場

を
公
開
し
て
、
観
光
に
し
て
し
ま
う

し
た
た
か
さ
で
す
。
お
城
の
大
天
守

は
、
ス
ッ
ポ
リ
と
覆
い
屋
に
包
ま
れ

て
い
ま
す
。 

　

覆
い
屋
の
大
壁
面
に
は
「
天
空
の

白
鷺
」
の
文
字
が
羽
ば
た
い
て
い
ま

し
た
。城
内
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

随
所
に
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い

て
、笑
顔
で
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。 

世
界
遺
産
の
お
も
て
な
し
に
触
れ
、

そ
の
余
韻
に
浸
り
な
が
ら
私
は
神
戸

空
港
発
の
旅
客
機
に
乗
り
、
茨
城
空

港
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。 

　

二
市
の
地
域
資
源
の
圧
倒
的
な
差

を
感
じ
て
窓
を
眺
め
て
い
る
と
、
着

陸
寸
前
に
素
晴
ら
し
い
光
景
が
広
が

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
夕
日
を
浴
び
た

筑
波
山
で
、
霞
ヶ
浦
の
湖
面
を
前
に

し
て
両
脇
に
連
山
を
従
え
、
ま
る
で

大
き
な
鷲
が
翼
を
広
げ
た
よ
う
に
見

え
て
い
ま
し
た
。 

　
「
石
岡
も
負
け
て
は
い
な
い
ね
」

と
私
は
ひ
と
り
頷
き
ま
し
た
。

20
年
ぶ
り
の
恩
師

▲改修中の姫路城は天空の白鷺と呼ばれていました。

今
泉 

文
彦

文
と
写
真
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